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『宋会要輯稿』に見える北宋末の立法記事

『
宋
会
要
輯
稿
』
に
見
え
る
北
宋
末
の
立
法
記
事

青
　

木
　
　
敦

は
じ
め
に

　
一
一
世
紀
後
半
に
王
安
石
が
登
場
す
る
と
︑
彼
と
神
宗
は
新
法
と
呼
ば
れ
る
国
家
体
制
全
体
に
関
わ
る
改
革
を
行
っ
た
︒
法
制
改
革
も

そ
の
一
つ
で
あ
る
︒
八
~
一
〇
世
紀
の
長
い
変
革
の
時
期
を
経
て
宋
の
社
会
・
行
政
は
唐
の
時
代
よ
り
複
雑
化
し
て
い
っ
た
︒
し
か
し
北

宋
初
期
の
律
や
令
格
式
な
ど
法
律
の
基
礎
的
構
造
は
︑
唐
代
の
そ
れ
と
大
き
く
は
異
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
︒
だ
が
神
宗
は
元
豊
二
年

︵
一
〇
七
九
︶︑
宋
の
法
律
の
種
類
を
﹁
勅
令
格
式
﹂
と
し
て
そ
の
持
つ
役
割
を
明
確
化
し
︵﹃
宋
史
﹄
巻
一
九
九
﹁
刑
法
﹂
等
に
見
ら
れ
る
所
謂

神
宗
の
勅
令
格
式
新
定
義
︶︑
こ
れ
を
大
き
く
改
革
し
た
︒
ま
た
頒
布
さ
れ
る
法
典
数
も
こ
の
時
以
来
急
増
し
︑
北
宋
で
編
纂
さ
れ
た
法
典
の

総
巻
数
は
約
七
〇
〇
〇
︑
総
条
文
数
と
し
て
は
両
宋
で
恐
ら
く
一
〇
万
を
超
え
る
︒
こ
れ
は
一
つ
の
体
制
が
生
み
出
し
た
編
纂
法
典
群
の

規
模
と
し
て
は
世
界
史
上
最
大
級
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
︒
た
だ
︑
確
か
に
そ
れ
は
唐
宋
変
革
を
経
て
現
れ
た
社
会
の
複
雑
化
の
反
映
で

あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
の
だ
が
︑
で
は
こ
れ
が
な
ぜ
王
安
石
新
法
以
降
に
突
如
増
加
し
た
の
か
︑
ま
た
後
の
明
や
清
と
比
し
て
も
こ

の
時
期
の
法
の
規
模
が
大
き
い
の
は
な
ぜ
か
︑
改
め
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
そ
こ
で
本
章
で
は
︑
新
法
時
期
に
大
変
革
を
見
た
学

校
制
度
︑
及
び
こ
の
時
期
の
財
政
項
目
の
一
つ
で
あ
る
無
額
上
供
銭
物
に
関
係
す
る
史
料
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
︑
こ
う
し
た
大
量
の
法

律
が
生
産
さ
れ
る
そ
の
瞬
間
を
見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
︒

　
さ
て
本
章
で
読
む
史
料
は
︑﹃
宋
会
要
輯
稿
﹄
で
あ
る
︒
こ
れ
は
北
宋
開
始
期
か
ら
南
宋
嘉
定
年
間
こ
ろ
ま
で
の
様
々
な
方
面
の
事
項
を
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網
羅
し
た
政
書
で
あ
り
︑
扱
う
行
政
分
野
の
広
さ
︑
対
象
時
期
の
長
さ
︑
記
述
の
詳
細
さ
に
お
い
て
宋
代
史
研
究
の
も
っ
と
も
基
本
的
な

史
料
と
言
っ
て
良
い
︒
し
か
し
一
方
で
︑
当
時
の
行
政
の
実
態
を
細
か
く
記
す
本
史
料
に
は
︑
吏
語
と
呼
ば
れ
る
難
解
な
特
有
の
用
語
が

多
く
含
ま
れ
る
︒
そ
れ
ら
の
中
に
は
︑
宋
代
か
ら
史
料
に
現
れ
︑
明
清
さ
ら
に
現
代
で
使
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
︒
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
持
っ

た
文
章
の
読
み
方
も
︑
本
章
で
は
勉
強
し
て
ゆ
き
た
い
︒

　
こ
の
﹃
宋
会
要
輯
稿
﹄
の
総
量
は
︑
通
行
し
て
い
る
影
印
本
で
は
八
冊
︑
二
〇
一
四
年
刊
上
海
古
籍
出
版
社
標
点
本
で
は
一
六
冊
と
な

る
大
部
な
も
の
だ
が
︑
そ
の
流
伝
過
程
は
下
に
述
べ
る
よ
う
に
数
奇
な
も
の
で
︑
そ
こ
で
生
じ
た
明
ら
か
な
文
字
の
誤
り
︑
欠
落
・
混
乱

も
少
な
く
な
い
︒
し
か
し
や
は
り
両
宋
の
史
料
の
中
で
は
も
っ
と
も
詳
細
で
あ
り
︑
当
時
の
行
政
現
場
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
貴
重
な
の

で
あ
る
︒
版
本
と
し
て
は
国
立
北
平
図
書
館
本
︵
一
九
三
六
年
一
〇
月
序
︶
を
元
に
し
た
一
九
五
七
年
刊
中
華
書
局
影
印
本
︵
写
真
版
本
︶
の

ほ
か
に
︑
一
九
六
〇
~
七
〇
年
代
に
世
界
書
局
︑
新
文
豊
出
版
か
ら
も
ほ
ぼ
同
じ
も
の
が
印
行
さ
れ
て
お
り
︑
そ
し
て
二
〇
一
四
年
に
は

詳
し
い
校
訂
を
経
て
︑
上
記
上
海
古
籍
出
版
社
の
標
点
本
が
出
さ
れ
て
い
る
︒

　
同
書
に
つ
い
て
は
湯
中
が
初
め
て
総
合
的
な
書
誌
学
的
検
討
を
行
っ
て
以
降
︵
湯
中
﹃
宋
会
要
研
究
﹄
上
海
商
務
印
書
館
︑
一
九
三
二
︶︑
関

連
文
献
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
が
︑
ま
ず
繙
く
べ
き
詳
細
な
研
究
と
し
て
こ
こ
で
は
陳
智
超
﹃
解
開
︽
宋
会
要
︾
之
謎
﹄
社
会
科
学
文
献
出

版
社
︑
一
九
九
五
を
挙
げ
て
お
き
た
い
︒
こ
う
い
っ
た
諸
研
究
に
基
づ
き
つ
つ
本
書
流
伝
の
概
要
を
述
べ
れ
ば
︑
以
下
の
よ
う
に
な
る
︒
会

要
と
い
う
編
纂
物
は
︑
す
で
に
同
時
代
的
に
﹃
国
朝
会
要
﹄﹃
十
三
朝
会
要
﹄
な
ど
と
し
て
し
ば
し
ば
編
纂
さ
れ
て
き
た
︒
こ
れ
ら
は
早
く

に
失
わ
れ
た
が
︑
そ
の
逸
文
を
﹁
永
楽
大
典
﹂
か
ら
収
集
し
た
の
が
清
の
徐
松
で
あ
る
︒
た
だ
徐
松
は
こ
の
時
﹁
唐
会
要
﹂
の
逸
文
収
集

を
命
じ
ら
れ
て
お
り
︑﹁
宋
会
要
﹂
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
隠
れ
蓑
に
彼
自
身
が
行
っ
た
と
さ
れ
る
︒﹃
宋
会
要
輯
稿
﹄
影
印
本
の
各
頁
の
柱

の
多
く
に
﹁
唐
会
要
﹂
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
れ
が
た
め
で
あ
る
︒

　
こ
の
徐
松
の
﹁
宋
会
要
﹂
を
︑
の
ち
繆
荃
孫
が
瑠
璃
廠
翰
文
斎
で
発
見
︑
一
時
は
広
雅
書
局
提
調
王
秉
恩
の
手
中
に
落
ち
そ
う
に
な
っ

た
が
幸
い
嘉
業
堂
蔵
書
楼
主
人
の
劉
承
斡
が
こ
れ
を
買
取
り
︑
こ
れ
が
北
平
図
書
館
に
伝
わ
る
に
至
っ
た
︒
そ
の
流
伝
過
程
で
同
書
は
︑
徐
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松
の
原
貌
と
は
か
な
り
違
っ
た
も
の
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
︑
と
も
か
く
何
人
か
の
人
々
︑
こ
と
に
徐
松
と
繆
荃
孫
の
働
き
に
よ
っ
て

こ
の
﹃
宋
会
要
輯
稿
﹄
は
言
わ
ば
奇
跡
的
に
現
代
に
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
︒
そ
し
て
北
平
図
書
館
本
の
影
印
本
が
上
記
の
よ
う
に
中
華

書
局
︑
世
界
書
局
︑
新
文
豊
出
版
か
ら
も
出
版
さ
れ
て
漸
く
我
々
は
こ
れ
に
身
近
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
︑
こ
れ
ら
を
用

い
て
内
外
で
多
く
の
研
究
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
︒
ま
た
陳
智
超
が
北
京
図
書
館
の
徐
松
本
の
逸
文
を
整
理
し
︑
こ
れ
が
一
九
八
八

年
に
﹃
宋
会
要
輯
稿
補
編
﹄
と
し
て
新
華
書
局
北
京
発
行
所
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
︒
さ
ら
に
一
九
九
〇
年
代
よ
り
苗
書
梅
に
よ
る
﹁
崇

儒
﹂︑
郭
声
波
に
よ
る
﹁
蕃
夷
﹂﹁
道
釈
﹂︑
馬
泓
波
に
よ
る
﹁
刑
法
﹂
の
校
訂
・
標
点
作
業
が
な
さ
れ
︑
こ
う
し
た
基
礎
の
上
に
四
川
大
学

古
籍
整
理
研
究
所
︑
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
︑
中
央
研
究
院
な
ど
が
協
力
し
整
理
作
業
を
行
い
︑
そ
こ
か
ら
中
央
研
究
院
漢
籍
電
子
文
献
の
電

子
版
が
生
ま
れ
︑
さ
ら
に
上
海
古
籍
出
版
社
か
ら
上
記
の
標
点
活
字
本
が
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
︒
こ
う
し
て
も
と
も
と
か
な
り
疎
漏
で

あ
っ
た
同
書
に
も
相
当
な
校
訂
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
が
︑
だ
が
上
海
古
籍
本
に
至
っ
て
も
校
訂
ミ
ス
や
標
点
が
不
適
切
な
部
分
が
皆
無
で

は
な
く
︑
電
子
版
に
も
同
様
に
句
点
の
不
統
一
︑
同
じ
字
を
別
フ
ォ
ン
ト
に
よ
っ
て
表
す
な
ど
︑
表
記
的
な
問
題
個
所
が
存
在
す
る
︒﹃
宋

会
要
輯
稿
﹄
利
用
に
あ
た
っ
て
は
︑
二
一
世
紀
の
校
訂
本
を
見
る
だ
け
で
は
な
く
︑
二
〇
世
紀
の
影
印
本
に
当
た
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
︒

更
に
本
章
で
も
見
て
ゆ
く
よ
う
に
他
史
料
と
の
相
互
参
照
も
不
可
欠
で
あ
る
か
ら
︑﹃
宋
会
要
輯
稿
﹄
を
含
む
宋
代
諸
史
料
全
般
の
関
係
性

や
信
頼
性
に
つ
い
て
も
蔡
崇
榜
﹃
宋
代
修
史
制
度
研
究
﹄
文
津
︑
一
九
九
一
︑
王
瑞
来
﹃
古
籍
校
勘
方
法
論
﹄
中
華
書
局
︑
二
〇
一
九
︑

C
harles H

artm
an, T

he M
aking of Song D

ynasty H
istory: Sources and N

arratives, 960
–

1279 C
E

, C
am

bridge 

U
niversity Press, 2022 

な
ど
を
参
照
し
つ
つ
把
握
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
だ
が
と
に
も
か
く
に
も
こ
の
よ
う
な
標
点
本
の
出

版
や
電
子
化
に
よ
っ
て
︑
本
書
の
利
用
は
近
年
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
来
て
い
る
︒
な
お
︑
本
書
は
慣
習
的
に
﹃
宋
会
要
﹄
と
略
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
が
︑
宋
代
当
時
の
会
要
な
ど
と
区
別
し
近
年
で
は
略
さ
な
い
こ
と
も
多
い
︒

　
さ
て
︑
こ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
つ
つ
︑﹃
宋
会
要
輯
稿
﹄
を
読
む
に
当
た
っ
て
は
以
下
の
点
に
こ
と
に
注
意
し
た
い
︒

①
類
似
の
︑
ま
た
は
同
じ
記
述
が
他
史
料
に
あ
る
か
︒
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②
字
の
不
鮮
明
や
間
違
い
︒
衍
字
・
脱
字
も
あ
る
︒

　
③
内
容
的
誤
り
︒
こ
れ
も
多
く
︑
こ
こ
で
読
ん
で
ゆ
く
中
に
も
吏
部
を
戸
部
と
し
︑
格
を
令
と
し
て
い
る
な
ど
︑
単
に
表
記
的
問
題
と

い
う
よ
り
内
容
に
深
く
関
わ
る
誤
り
も
見
ら
れ
る
︒
ま
た
本
章
で
は
扱
わ
な
い
が
︑
年
月
日
が
混
乱
し
い
つ
の
記
事
か
分
か
ら
な
い
部
分

も
ま
れ
に
あ
る
︒

　
つ
ま
り
上
記
①
を
把
握
す
る
こ
と
は
②
︑
③
の
検
討
の
際
に
も
重
要
で
︑
他
史
料
か
ら
問
題
の
あ
る
字
を
確
定
し
得
る
こ
と
も
多
い
︒
だ

が
こ
の
よ
う
な
誤
り
が
あ
る
こ
と
自
体
︑
そ
れ
だ
け
ナ
マ
に
近
い
と
い
う
本
史
料
の
価
値
を
示
し
て
い
る
し
︑
ま
た
一
般
に
宋
代
史
料
は
︑

一
見
難
解
に
見
え
て
も
独
自
の
語
彙
を
把
握
す
れ
ば
答
え
が
出
る
場
合
が
多
い
︒
本
史
料
で
も
独
特
の
学
校
・
財
政
用
語
の
理
解
が
難
し

く
思
わ
れ
る
が
︑
謎
解
き
を
す
る
つ
も
り
で
読
ん
で
み
る
と
︑
案
外
と
楽
し
い
の
で
あ
る
︒
こ
う
し
た
い
く
つ
か
の
こ
と
に
留
意
し
つ
つ
︑

以
下
︑
当
時
の
法
律
成
立
過
程
を
詳
し
く
伝
え
た
二
つ
の
記
事
を
︑
こ
こ
で
は
読
ん
で
ゆ
こ
う
と
思
う
︒

　
な
お
本
章
で
は
︑
底
本
と
し
た
中
華
書
局
版
に
②
③
な
ど
の
明
ら
か
な
誤
り
が
あ
れ
ば
︑
原
文
・
訓
読
に
お
い
て
は
正
し
い
字
や
語
を

用
い
︑
次
に
演
習
に
臨
ん
で
部
分
で
説
明
し
た
︒
基
本
的
に
は
原
文
・
訓
読
文
・
引
用
は
旧
字
︑
他
は
常
用
漢
字
で
記
す
︒
原
文
細
字
注

は
︵
　
︶︑
本
章
で
の
説
明
は
︹
　
︺
内
に
入
れ
た
︒
ま
た
皇
帝
や
臣
下
の
発
言
な
ど
の
引
用
が
重
ね
入
れ
子
構
造
に
な
る
と
き
は
︑﹁
﹂

﹃
﹄
を
交
互
に
用
い
る
︒
改
行
は
原
文
に
は
な
い
が
︑
文
脈
に
応
じ
て
適
宜
行
っ
て
い
る
︒
次
頁
以
降
に
引
用
し
た
書
影
は
国
立
北
平
図
書

館
︵
一
九
三
六
年
序
︶
本
の
I
の
当
該
箇
所
で
あ
る
︵﹃
宋
会
要
輯
稿
不
分
巻
﹄︑
東
洋
文
庫
所
蔵
︑
請
求
記
号
:II-15-A

-18

︶︒
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史
料
I
『
宋
会
要
輯
稿
』
職
官
二
八

－

一
七
「
国
子
監
」
大
観
二
年
五
月
二
〇
日

　
　
学
校
試
で
の
経
の
複
数
選
択
関
連
諸
法
を
制
定
　
　

標
点
文

中
書
省
「
據
學
制
局
狀
『
奉
御
筆
「
古
之
學
者
三
年
通
一
經
、
至
十
五
年
則
五
經
皆
通
。
熙
寜
中
、
進
士
以
經
術
朞
、
故
止
專
一
經
。
今

已
三
十
餘
年
、
士
益
習
矣
。
思
得
多
聞
愽
習
之
才
、
而
慮
專
門
之
流
弊
。
可
自
今
學
生
願
兼
他
經
者
聽
之
。
兼
經
多
者
、
計
所
多
量
立
陞

進
之
法
、
使
天
下
全
材
異
能
得
以
進
焉
」、
尙
書
省
箚
付
學
制
局
、
脩
立
到
「
諸
學
生
本
經
外
願
兼
一
經
或
二
經
」
等
條
。
奉
御
筆
「
比
閱

所
著
法
、
頗
密
而
難
行
。
士
固
有
皓
首
終
身
通
一
經
不
能
究
者
、
兼
習
五
經
、
蓋
以
待
愽
識
多
聞
之
才
、
是
爲
難
能
、
不
可
立
爲
常
法
。
應

兼
三
經
以
上
、
所
在
學
考
選
・
校
定
、
在
學
一
年
取
分
數
多
、
八
行
之
中
兼
有
行
實
、
每
路
歲
貢
二
人
入
太
學
、
長
貳
審
試
以
聞
、
量
材
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拔
用
。
其
在
學
生
願
兼
一
經
者
聽
」。
臣
等
今
依
御
筆
旨
揮
、
修
立
兼
經
之
制
。
經
術
深
妙
、
旣
令
兼
治
、
恐
當
更
俟
以
漸
。
今
修
立
、「
諸

學
生
本
經
外
願
兼
一
經
或
二
經
者
聽
」。

臣
等
看
詳
、
本
經
之
外
各
兼
一
經
、
則
五
經
已
有
二
十
五
色
（
謂
如
本
經
治
『
易
』、
而
所
兼
或
『
詩
』、『
書
』、
或
『
周
禮
』、『
禮
記
』

之
類
）。
又
有
兼
二
經
、
則
其
色
額
又
多
。
若
於
試
卷
內
明
見
其
色
額
之
異
、
則
就
試
人
姓
名
灼
然
可
見
。
又
況
州
郡
人
少
去
處
、
則
私
弊

尤
難
關
防
。
今
將
本
經
與
所
兼
經
每
季
輪
與
一
經
就
試
（
謂
如
本
經
治
『
易
』、
而
兼
治
『
詩
』、
則
正
⺼
試
『
易
』
義
、
四
⺼
試
『
詩
』

義
之
類
）、
則
卷
子
內
不
見
色
額
之
異
。
可
以
久
遠
通
行
、
不
致
私
弊
。
今
脩
立
『
諸
私
試
經
義
、
以
所
習
經
及
兼
經
輪
以
一
經
就
試
』。
右

並
入
『
太
學
辟
廱
諸
路
州
學
通
用
令
』。
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臣
等
看
詳
、
今
來
兼
經
旣
係
別
爲
奬
勸
之
制
、
則
所
兼
之
經
多
少
不
同
、
所
應
之
人
有
無
不
一
。
若
試
選
兼
經
之
法
一
槩
施
於
州
郡
之
學
、

則
節
目
旣
多
、
事
難
齊
一
。
況
州
郡
學
校
私
試
已
閱
習
其
文
藝
、
至
貢
士
舉
院
試
筆
、
別
爲
一
項
、
逐
經
分
場
引
試
、
庶
得
要
而
易
行
、
可

以
經
久
。
免
試
『
論
語
』、『
孟
子
』、
以
中
二
經
爲
上
等
、
一
經
而
在
十
名
內
者
爲
中
等
、
餘
爲
下
等
、
別
牓
曉
示
。『
諸
內
舍
生
兼
經
曾

入
第
二
等
以
上
者
、
聽
與
貢
士
兼
經
人
同
試
』。『
諸
兼
經
雖
試
中
、
而
本
經
不
與
貢
士
舉
陞
補
者
、
不
在
類
聚
比
校
之
限
』。
右
並
入
『
太

學
辟
廱
通
用
令
』。『
貢
士
舉
院
試
兼
經
、
每
經
十
五
號
取
合
格
者
一
號
』。
右
入
『
太
學
辟
廱
通
用
格
』。『
諸
兼
經
人
初
入
州
學
、
以
狀
自

陳
、
別
爲
一
籍
。
曾
入
第
二
等
已
上
者
、
其
所
中
經
、
候
陞
貢
日
、
敎
授
據
籍
契
勘
、
列
於
貢
狀
』。
右
入
『
諸
路
州
學
令
』。『
諸
兼
經
人
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曾
預
貢
士
舉
院
試
入
上
中
下
三
等
者
、
遇
釋
褐
或
殿
試
唱
名
日
、
別
作
一
項
、
具
名
聞
奏
』。
右
入
『
太
學
辟
廱
通
用
令
』。『
御
試
唱
名
、

若
上
舍
釋
褐
人
、
曾
與
貢
士
舉
、
院
試
兼
經
入
上
等
者
、
與
陞
一
甲
（
本
甲
上
名
不
及
十
名
者
、
仍
通
陞
十
名
、
中
等
陞
十
名
、
下
等
陞

五
名
。
已
上
如
係
第
一
甲
者
、
卽
便
不
陞
）。
仍
並
與
內
外
學
官
之
選
』。
右
入
『
三
省
通
用
格
』」。
從
之
。

訓
読
文

中
書
省
「
據
け
た
る
學
制
局
の
狀
『
奉
じ
た
る
御
筆
に
「
古
の
學
者
、
三
年
に
し
て
一
經
に
通
じ
、
十
五
年
に
至
ら
ば
則
ち
五
經
皆
な
通

ず
。
熙
寜
中
、
進
士
經
術
を
以
て
朞
し
、
故
に
止
だ
一
經
を
專
に
す
。
今
已
に
三
十
餘
年
、
士
益
〻
習
う
。
多
聞
愽
習
の
才
を
得
る
を
思

い
而
し
て
專
門
の
流
弊
を
慮
る
。
自
今
、
學
生
の
他
經
を
兼
ぬ
る
を
願
う
者
は
之
れ
を
聽
す
可
し
。
兼
經
多
け
れ
ば
、
多
き
所
を
計
り
て

陞
進
の
法
を
量
立
し
、
天
下
の
全
材
異
能
を
し
て
以
て
進
む
る
を
得
し
め
ん
」
と
。
尙
書
省
學
制
局
に
箚
付
し
、「
諸
て
學
生
、
本
經
外
に

一
經
或
い
は
二
經
を
兼
ぬ
る
を
願
う
」
等
の
條
を
修
立
し
到
り
。
奉
じ
た
る
御
筆
に
「
著
す
る
所
の
法
を
比
閱
せ
ば
、
頗
る
密
に
し
て
行

い
難
し
。
士
固
よ
り
皓
首
終
身
一
經
に
通
ず
る
も
究
む
る
能
わ
ざ
る
有
り
。
五
經
を
兼
習
す
る
は
蓋
し
以
て
愽
識
多
聞
の
才
を
待
す
る
も
、

是
れ
能
く
し
難
し
と
爲
せ
ば
、
立
て
て
常
法
と
爲
す
可
か
ら
ず
。
應
ゆ
る
三
經
以
上
を
兼
ぬ
る
は
、
所
在
の
學
の
考
選
・
校
定
、
在
學
一
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年
に
し
て
分
數
の
多
く
、
八
行
の
中
、
行
實
を
兼
有
す
る
を
取
り
、
每
路
歲
に
二
人
を
貢
し
太
學
に
入
れ
、
長
貳
審
試
し
以
聞
し
、
量
材

し
拔
用
す
。
其
の
在
學
生
の
一
經
を
兼
ぬ
る
を
願
う
は
聽
さ
ん
」
と
。
臣
等
今
御
筆
旨
揮
に
依
り
、
兼
經
の
制
を
修
立
す
。
經
術
深
妙
に

し
て
、
旣
に
し
て
兼
治
せ
し
む
れ
ば
、
當
に
更
に
以
て
漸す

す

む
る
を
俟
つ
べ
き
を
恐
る
。
今
「
諸
て
學
生
、
本
經
外
に
一
經
或
い
は
二
經
を

兼
ぬ
る
を
願
わ
ば
聽
す
」
を
修
立
す
』。

臣
等
看
詳
す
、
本
經
の
外
に
各
の
一
經
を
兼
ぬ
れ
ば
則
ち
五
經
に
し
て
已
に
二
十
五
色
有
り
（
本
經
に
『
易
』
を
治
め
、
而
し
て
兼
ぬ
る

所
或
い
は
『
詩
』、『
書
』、
或
い
は
『
周
禮
』、『
禮
記
』
が
如
き
の
類
を
謂
う
）。
又
た
二
經
を
兼
ぬ
る
有
ら
ば
則
ち
其
の
色
額
又
た
多
し
。

若
し
試
卷
內
に
於
て
其
の
色
額
の
異
を
明
見
せ
ば
、
則
ち
就
試
人
の
姓
名
は
灼
然
と
し
て
見
る
べ
し
。
又
た
況
や
州
郡
人
少
の
去
處
な
ら

ば
則
ち
私
弊
尤
も
關
防
し
難
し
。
今
本
經
と
兼
ぬ
る
所
の
經
と
を
將
て
每
季
に
一
經
を
輪
與
し
就
試
せ
ば
（
本
經
は
『
易
』
を
治
め
て
兼

ね
て
『
詩
』
を
治
め
れ
ば
則
ち
正
⺼
に
『
易
』
義
を
試
し
四
⺼
に
『
詩
』
義
を
試
す
が
如
き
の
類
を
謂
う
）、
則
ち
卷
子
內
に
色
額
の
異
を

見
ず
、
以
て
久
遠
に
通
行
せ
し
め
私
弊
を
致
さ
ざ
る
可
し
。
今
『
諸
て
經
義
を
私
試
す
る
に
、
習
う
所
の
經
及
び
兼
經
を
以
て
輪め

ぐ

り
て
一

經
を
以
て
就
試
す
』
を
脩
立
す
。
右
並
び
に
『
太
學
辟
廱
諸
路
州
學
通
用
令
』
に
入
る
。

臣
等
看
詳
す
、
今
來
兼
經
旣
に
別
に
奬
勸
の
制
を
爲
す
に
係
ら
ば
、
則
ち
兼
ぬ
る
所
の
經
の
多
少
は
不
同
な
り
、
應
ず
る
所
の
人
の
有
無

は
不
一
な
り
。
若
し
試
選
兼
經
の
法
一
槩
に
州
郡
の
學
に
於
て
施
さ
ば
、
則
ち
節
目
旣
に
多
く
、
事
は
齊
一
た
り
難
し
。
況
や
州
郡
の
學

校
の
私
試
は
、
已
に
其
の
文
藝
を
閱
習
し
、
貢
士
舉
に
至
り
て
筆
を
院
試
し
、
別
に
一
項
を
爲
し
、
逐
經
に
分
場
し
引
試
せ
ば
、
要
を
得

て
行
い
易
き
に
庶
か
ら
ん
、
以
て
經
久
に
す
べ
し
。『
論
語
』、『
孟
子
』
を
免
試
し
、
中
二
經
を
以
て
上
等
と
爲
し
、
一
經
に
し
て
十
名
內

に
在
る
は
中
等
と
爲
し
、
餘
は
下
等
と
爲
し
、
別
に
牓
し
て
曉
示
す
。『
諸
て
內
舍
生
の
兼
經
し
曾
て
第
二
等
以
上
に
入
る
者
は
、
貢
士
兼

經
の
人
と
同
試
す
る
を
聽
す
』。『
諸
て
兼
經
は
試
中あ

た

る
と
雖
も
、
而
し
て
本
經
貢
士
舉
の
陞
補
に
與
ら
ざ
る
者
は
、
類
聚
比
校
の
限
に
在

ら
ず
』。
右
並
び
に
『
太
學
辟
廱
通
用
令
』
に
入
る
。『
貢
士
舉
院
に
て
兼
經
を
試
し
、
經
十
五
號
每
に
合
格
者
一
號
を
取
る
』。
右
『
太
學

辟
廱
通
用
格
』
に
入
る
。『
諸
て
兼
經
の
人
、
初
め
て
州
學
に
入
れ
ば
、
狀
を
以
っ
て
自
陳
し
、
別
に
一
籍
を
爲
す
。
曾
て
第
二
等
已
上
に
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入
る
者
は
、
其
の
中
た
る
所
の
經
、
陞
貢
の
日
を
候
ち
、
敎
授
、
籍
に
據
り
て
契
勘
し
、
貢
狀
に
列
す
』。
右
『
諸
路
州
學
令
』
に
入
る
。

『
諸
て
兼
經
の
人
、
曾
て
貢
士
舉
院
に
預
り
試
し
上
中
下
三
等
に
入
る
者
は
、
釋
褐
或
い
は
殿
試
唱
名
の
日
に
遇
え
ば
、
別
に
一
項
と
作
し
、

名
を
具
し
て
聞
奏
す
』。
右
『
太
學
辟
廱
通
用
令
』
に
入
る
。『
御
試
唱
名
、
上
舍
釋
褐
人
、
曾
て
貢
士
舉
の
、
兼
經
を
院
試
す
る
に
與
り

て
上
等
に
入
り
し
が
若
き
は
陞
一
甲
を
與
う
（
本
甲
上
名
、
十
名
に
及
ば
ざ
る
者
は
、
仍
お
通
陞
十
名
、
中
等
陞
十
名
、
下
等
陞
五
名
。
已

上
如
し
第
一
甲
に
係
ら
ば
、
卽す

な
わ便
ち
陞
せ
ず
）。
仍
お
並
び
に
內
外
學
官
の
選
を
與
う
』。
右
『
三
省
通
用
令
』
に
入
る
」
と
。
之
れ
に
從

う
。

演
習
に
臨
ん
で

　
王
安
石
と
神
宗
は
官
僚
登
用
の
方
面
で
も
改
革
を
行
っ
た
︒
彼
ら
は
科
挙
を
廃
止
し
学
校
に
お
い
て
官
僚
を
養
成
す
る
方
向
へ
と
舵
を

切
っ
た
が
︑
こ
れ
は
財
政
や
法
制
と
並
ん
で
彼
ら
が
も
っ
と
も
力
を
入
れ
た
新
法
の
一
つ
だ
っ
た
︒
こ
と
に
徽
宗
時
代
に
は
既
存
の
太
学

の
み
な
ら
ず
州
県
学
に
も
そ
れ
ぞ
れ
上
舎
・
内
舎
・
外
舎
を
設
け
る
﹁
天
下
三
舎
法
﹂
が
実
施
さ
れ
た
が
︑
も
っ
と
も
︑
新
法
諸
政
策
が

熱
心
に
行
わ
れ
た
徽
宗
時
代
に
も
︑
並
行
し
て
科
挙
制
度
は
暫
定
的
に
実
行
さ
れ
て
は
お
り
︑
本
記
事
は
そ
の
学
校
の
試
験
と
科
挙
の
科

目
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
︒
そ
れ
ま
で
五
経
の
受
験
に
あ
た
っ
て
は
︑
受
験
者
は
五
つ
の
経
の
中
か
ら
一
つ
を
選
択
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
た
︒
だ
が
こ
の
徽
宗
大
観
年
間
よ
り
︑
新
た
に
経
を
複
数
選
択
し
て
受
験
す
る
﹁
兼
経
﹂
を
認
め
る
こ
と
に
な
っ
た
︒
本
記
事
は
︑
こ

の
時
の
議
論
と
関
連
立
法
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
︒

　
さ
て
こ
の
記
事
の
構
造
と
し
て
は
︑
ほ
ぼ
全
体
が
中
書
の
言
で
あ
り
︑
最
後
に
皇
帝
が
﹁
之
れ
に
從
う
﹂
と
こ
れ
を
肯
定
す
る
と
い
う

形
で
あ
る
︒
そ
の
言
の
中
で
中
書
は
ま
ず
︑
学
制
局
の
状
を
引
く
︒
そ
こ
で
学
制
局
が
述
べ
て
い
る
の
は
︑
ま
ず
兼
経
を
可
能
に
せ
よ
と

の
御
筆
が
あ
り
こ
れ
に
応
じ
て
法
案
を
作
っ
た
が
︑
今
度
は
複
雑
過
ぎ
る
と
の
御
筆
が
あ
り
︑
改
め
て
法
案
を
作
っ
た
︑
と
い
う
内
容
で

あ
る
︒
次
に
中
書
は
︑
選
択
し
た
経
の
種
類
で
受
験
者
の
名
が
分
か
っ
て
し
ま
う
か
も
知
れ
ぬ
と
い
う
懸
念
か
ら
︑
こ
れ
に
対
処
す
る
法
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案
を
提
出
︒
次
に
中
書
は
地
方
・
中
央
の
学
校
で
の
評
価
基
準
に
つ
い
て
の
六
法
案
を
提
出
︒
最
後
に
こ
の
中
書
の
言
を
︑
皇
帝
が
認
め

て
い
る
︒
大
枠
と
し
て
は
こ
の
よ
う
な
流
れ
で
あ
る
︒
難
し
い
の
は
︑
学
制
局
の
状
が
ど
こ
ま
で
か
︑
つ
ま
り
三
つ
の
﹁
臣
﹂
が
誰
か
で

あ
る
︒
最
初
の
﹁
御
筆
︱
対
応
し
た
法
案
の
提
出
﹂
の
臣
が
学
制
局
︑
以
降
の
﹁
自
ら
問
題
提
起
︱
法
案
提
出
﹂
の
臣
が
中
書
と
な
る
が
︑

学
制
局
の
法
案
は
編
入
先
が
未
定
で
あ
る
点
に
も
着
目
し
た
い
︒
問
題
は
二
個
所
目
の
学
制
局
の
部
分
で
︑
学
制
局
自
ら
が
﹁
本
局
﹂
と

名
乗
っ
て
い
な
い
所
で
あ
る
が
︑
こ
れ
は
﹁
尙
書
省
箚
付
學
制
局
﹂
で
ひ
と
ま
と
ま
り
に
読
む
こ
と
に
し
よ
う
︒

　
と
こ
ろ
で
冒
頭
の
徽
宗
の
御
筆
は
﹃
宋
大
詔
令
集
﹄
巻
一
五
七
﹁
聴
諸
生
兼
五
経
御
筆
﹂
に
見
え
る
︒
上
に
述
べ
た
よ
う
に
︑﹃
宋
会
要

輯
稿
﹄
の
誤
り
は
他
史
料
と
の
対
比
に
よ
っ
て
見
出
し
得
る
こ
と
が
あ
る
が
︑
こ
こ
で
も
﹃
宋
大
詔
令
集
﹄
と
の
対
照
か
ら
︑
本
記
事
で

も
と
も
と
﹁
迪
士
﹂
と
あ
る
の
は
﹁
進
士
﹂
の
誤
り
で
あ
る
と
解
し
た
︒
ま
た
本
史
料
〈
以
經
術
朞
〉
に
つ
い
て
は
﹃
宋
大
詔
令
集
﹄
に

は
﹁
以
經
術
朞
之
尙
淺
﹂
と
あ
っ
て
︑
こ
の
部
分
の
意
味
が
よ
り
は
っ
き
り
す
る
︒
本
記
事
の
概
略
は
﹃
宋
会
要
輯
稿
﹄
選
挙
四
︱
五
﹁
考

試
条
制
﹂
大
観
二
年
五
月
二
〇
日
︑﹃
宋
史
﹄
巻
一
五
七
選
挙
三
﹁
学
校
試
﹂
に
も
見
え
る
︒
宋
代
の
学
校
試
に
関
連
し
た
研
究
は
枚
挙
に

暇
が
な
い
が
︑
こ
と
に
﹃
宋
史
﹄
選
挙
志
に
詳
細
な
訳
注
を
施
す
中
嶋
敏
編
﹃
宋
史
選
挙
志
譯
註
﹄︵
一
︶~︵
三
︶︑
東
洋
文
庫
︑
一
九
九

二
~
二
〇
〇
〇
︵
以
下
﹃
選
挙
志
譯
註
﹄︶
は
価
値
が
高
い
︵
こ
と
に
本
記
事
関
連
個
所
は
︵
二
︶
六
二
~
六
三
頁
︶︒
そ
の
ほ
か
宋
代
学
校
制
度
一

般
に
つ
い
て
︑
李
弘
祺
﹃
宋
代
官
学
教
育
与
科
挙
﹄
聯
経
出
版
︑
一
九
九
四
︑
近
藤
一
成
﹃
宋
代
中
国
科
挙
社
会
の
研
究
﹄
汲
古
書
院
︑
二

〇
〇
九
の
二
つ
を
あ
げ
て
お
き
た
い
︒
し
か
し
こ
う
し
た
資
料
を
駆
使
し
つ
つ
勉
強
し
て
も
な
お
︑
理
解
で
き
な
い
部
分
が
残
る
場
合
が

あ
る
︒
そ
の
よ
う
な
と
き
は
最
後
に
は
専
門
家
に
聞
く
し
か
な
い
が
︑
本
記
事
の
読
解
に
あ
た
っ
て
も
私
は
近
藤
氏
に
多
く
の
教
示
を
い

た
だ
い
た
︒
そ
の
上
で
︑
以
下
︑
こ
の
時
代
の
学
校
試
に
関
わ
る
若
干
特
殊
な
用
語
を
中
心
に
語
彙
の
意
味
を
考
え
て
ゆ
き
た
い
︒
な
お

﹃
選
挙
志
譯
註
﹄
参
照
が
重
要
な
場
合
は
︵
　
︶
で
そ
の
頁
等
を
表
記
す
る
︒

　〈
考
選
〉
三
舎
法
で
の
進
級
の
た
め
の
試
験
︒〈
校
定
〉
成
績
評
定
︵﹃
選
挙
志
譯
註
﹄︵
一
︶
四
頁
︑︵
二
︶
四
五
・
五
三
頁
︑
近
藤
前
掲
書
九
七

頁
︶︒〈
分
數
〉
当
時
合
格
は
︑
受
験
者
の
う
ち
何
割
を
合
格
と
す
る
か
と
い
う
相
対
評
価
だ
っ
た
︵
近
藤
前
掲
書
三
一
︑
七
四
~
七
五
頁
等
︶︒
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〈
八
行
〉
徽
宗
期
︑
科
挙
・
学
校
で
重
視
さ
れ
た
孝
・
悌
・
睦
・
婣
・
任
・
卹
・
忠
・
和
の
八
つ
︒
こ
れ
を
具
備
す
る
も
の
を
太
学
上
舎
に

入
れ
た
︵﹃
選
挙
志
譯
註
﹄︵
一
︶
三
三
一
頁
︶︒
近
藤
前
掲
書
九
七
頁
に
も
詳
し
い
︒〈
私
試
〉
学
校
で
行
わ
れ
る
試
験
︒
一
︑
四
︑
七
︑
一
〇

月
は
本
経
義
︑
二
︑
五
︑
八
︑
一
一
月
は
論
︑
三
︑
六
︑
九
︑
一
二
月
は
策
︑
と
毎
月
行
わ
れ
る
︒〈
貢
士
〉
本
文
章
の
場
合
は
郷
貢
進
士
︑

つ
ま
り
こ
の
時
期
に
も
残
さ
れ
て
い
た
科
挙
の
挙
人
の
こ
と
︒〈
院
試
〉
挙
院
で
の
試
験
︒〈
陞
補
〉
上
級
の
合
格
枠
に
入
る
こ
と
︒〈
免
試

『
論
語
』『
孟
子
』〉
王
安
石
新
法
に
よ
っ
て
﹃
論
語
﹄
と
﹃
孟
子
﹄
が
試
験
科
目
に
加
え
ら
れ
た
が
︑
経
の
選
択
が
主
眼
の
本
項
で
は
こ
れ

ら
は
議
論
の
中
心
と
は
な
っ
て
い
な
い
︒〈
釋
褐
〉﹁
褐
を
釋と

か
し
む
﹂︑
つ
ま
り
庶
人
の
衣
服
を
ぬ
ぎ
す
て
て
官
服
を
着
る
こ
と
で
︑
初
め

て
官
位
を
得
る
こ
と
︒
天
下
三
舎
法
で
は
太
学
に
入
っ
て
釈
褐
し
た
︵﹃
選
挙
志
譯
註
﹄︵
二
︶
五
四
~
五
五
頁
︶︒
ま
た
殿
試
合
格
者
に
対
し

皇
帝
が
自
ら
ひ
と
り
ひ
と
り
名
を
呼
び
及
第
を
賜
っ
た
が
︑
こ
れ
を
〈
御
試
唱
名
〉
と
い
う
︒
や
や
検
討
が
必
要
な
項
目
と
し
て
は
以
下

が
あ
る
︒〈
學
制
局
〉
徽
宗
期
に
置
か
れ
た
学
校
関
係
の
機
関
の
よ
う
で
し
ば
し
ば
関
連
立
法
を
行
っ
て
い
る
が
︑
詳
細
不
明
︒〈
二
十
五

色
〉
二
経
の
組
み
合
わ
せ
と
す
る
と
計
算
が
合
わ
な
い
︒
一
般
に
色
は
種
類
の
意
︒〈
本
甲
上
名
不
及
十
名
者
〉
こ
れ
よ
り
以
下
の
部
分
に

つ
い
て
︑﹃
選
挙
志
譯
註
﹄︵
二
︶
六
三
頁
は
﹁
上
の
甲
の
最
下
位
に
付
け
る
の
で
は
な
く
︑
十
名
分
を
通
計
し
て
繰
り
上
げ
る
﹂
と
説
明

し
て
い
る
︒
本
章
は
こ
れ
に
従
っ
た
︒

　
次
に
多
少
一
般
的
な
語
彙
を
挙
げ
る
︒〈
號
〉
漢
字
一
文
字
の
符
号
︑
こ
と
に
試
験
時
に
は
不
正
防
止
の
た
め
糊
名
し
︑
そ
の
上
に
付
け

ら
れ
た
︒〈
箚
付
〉
三
省
枢
密
院
が
百
司
に
文
書
を
授
け
る
こ
と
︒〈
量
立
〉
い
ろ
い
ろ
考
慮
し
て
立
案
す
る
︑
と
い
っ
た
意
︒

　
な
お
北
平
図
書
館
本
は
﹁
御
試
唱
名
﹂
を
﹁
御
史
唱
名
﹂︑﹁
列
於
﹂
を
﹁
例
於
﹂
に
誤
っ
て
い
る
︒
諸
本
に
﹁
三
省
通
用
令
﹂
と
あ
る

の
は
︑
内
容
か
ら
し
て
明
ら
か
に
令
で
は
な
く
格
の
誤
り
︒

現
代
語
訳

　
中
書
省
︹
が
言
う
に
は
︺︑﹁
学
制
局
の
状
に
﹃﹁
古
の
学
者
は
三
年
で
一
経
に
通
じ
︑
一
五
年
で
五
経
す
べ
て
に
通
じ
た
も
の
だ
︒
煕
寧



13

『宋会要輯稿』に見える北宋末の立法記事

中
に
︑
進
士
は
経
の
試
験
に
期
す
る
よ
う
に
な
り
︑
そ
こ
で
た
だ
一
経
を
専
門
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
そ
れ
か
ら
三
〇
年
以
上
た
ち
︑
士

人
た
ち
の
勉
強
は
進
ん
だ
の
で
︑
多
く
知
識
を
得
︑
広
く
学
習
し
た
人
材
を
得
よ
う
と
し
た
が
︑
狭
い
専
門
化
の
弊
害
も
憂
慮
し
︑
今
後

学
生
が
他
の
経
を
兼
ね
て
履
修
を
願
う
場
合
は
許
可
せ
よ
︒
兼
ね
る
経
が
多
け
れ
ば
︑
そ
の
多
い
分
を
計
算
し
て
昇
進
さ
せ
る
法
を
立
て

よ
︒
天
下
の
優
秀
な
者
︑
能
力
の
秀
で
た
者
を
昇
進
で
き
る
よ
う
に
せ
よ
﹂
と
の
御
筆
を
奉
じ
た
︒︹
こ
れ
を
う
け
て
︺
尚
書
省
の
学
制
局

へ
の
命
令
書
に
よ
っ
て
︑︹
学
制
局
は
︺﹁
学
生
が
本
経
以
外
に
一
つ
︑
あ
る
い
は
二
つ
の
経
を
希
望
す
る
場
合
﹂
等
の
条
文
を
作
成
し
た
︒

﹁
立
て
ら
れ
た
法
律
を
閲
覧
し
て
み
る
と
︑
非
常
に
複
雑
で
実
行
困
難
だ
︒
士
人
に
は
も
と
も
と
︑
頭
が
白
く
な
り
一
生
か
か
っ
て
経
ひ
と

つ
に
通
じ
て
み
て
も
究
め
ら
れ
な
い
も
の
も
い
る
︒
五
つ
の
経
の
勉
強
を
兼
ね
る
の
は
︑
博
識
で
物
知
り
の
人
材
に
な
ろ
う
と
す
る
か
ら

だ
が
︑
こ
れ
は
難
し
く
︑
常
法
と
す
べ
き
で
は
な
い
︒
三
経
以
上
を
兼
ね
れ
ば
︑
属
す
る
学
校
に
よ
る
考
査
・
評
価
で
は
︑
在
学
一
年
者

で
合
格
が
多
か
っ
た
場
合
は
八
行
具
備
の
学
生
の
中
で
行
動
が
伴
っ
て
い
る
も
の
を
取
る
こ
と
と
し
︑
路
ご
と
に
毎
年
二
名
を
挙
げ
さ
せ

て
太
学
に
入
れ
︑
長
官
副
官
が
審
査
試
験
し
て
報
告
し
︑
人
材
を
評
価
し
て
抜
擢
せ
よ
︒
在
学
生
で
一
経
を
兼
ね
る
の
を
願
う
者
に
は
許

可
せ
よ
﹂
と
の
御
筆
を
奉
じ
た
﹂︒
今
次
︑
臣
は
御
筆
旨
揮
に
よ
っ
て
兼
経
の
制
度
を
立
て
た
︒
経
術
は
深
く
微
妙
な
の
だ
か
ら
︑
兼
治
さ

せ
る
と
︹
学
習
成
果
を
︺
ゆ
っ
く
り
待
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
︒﹁
学
生
が
本
経
以
外
に
一
︑
二
経
を
願
え
ば
許
す
﹂
と
の
法
案
を
作
っ
た
﹄︒

　
臣
が
細
か
く
検
討
し
て
み
る
に
︑
本
経
の
他
に
そ
れ
ぞ
れ
一
経
を
兼
ね
る
と
︑
五
経
あ
る
か
ら
二
五
種
の
組
み
合
わ
せ
と
な
る
︵
本
経

が
﹃
易
経
﹄
で
兼
経
が
﹃
詩
経
﹄︑﹃
書
経
﹄︑﹃
周
礼
﹄︑﹃
礼
記
﹄
で
あ
る
な
ど
︶︒
ま
た
二
経
を
兼
ね
る
と
な
れ
ば
組
み
合
わ
せ
は
更
に
多
く
な
る
︒

も
し
受
験
者
リ
ス
ト
に
他
と
違
う
選
択
を
し
て
い
る
者
が
い
れ
ば
︑
そ
の
受
験
者
の
姓
名
は
は
っ
き
り
と
分
か
っ
て
し
ま
う
︒
い
わ
ん
や

人
の
少
な
い
州
で
は
不
正
を
防
ぐ
の
は
非
常
に
難
し
い
︒
今
︑
本
経
と
兼
ね
て
い
る
経
を
季
節
ご
と
に
換
え
︑
一
つ
の
経
ご
と
に
試
験
を

行
え
ば
︵
本
経
と
し
て
﹃
易
経
﹄
を
学
び
︑
兼
経
に
﹃
詩
経
﹄
を
学
ん
だ
場
合
は
正
月
に
﹃
易
経
﹄
を
試
験
し
︑
四
月
に
﹃
詩
経
﹄
を
試
験
す
る
な
ど
︶︑

受
験
番
号
名
簿
に
選
択
科
目
に
目
立
っ
た
差
異
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
︒
こ
れ
を
永
く
行
え
ば
︑
不
正
を
防
げ
る
だ
ろ
う
︒
そ
こ
で
︑

﹃
経
を
私
試
す
る
と
き
は
︑
勉
強
し
た
経
と
兼
経
を
順
に
︑
一
経
ご
と
に
試
験
す
る
﹄
と
い
う
法
案
を
作
っ
た
︒
こ
れ
は
﹃
太
学
辟
雍
諸
路
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州
学
通
用
令
﹄
に
入
れ
る
︒

　
臣
が
細
か
く
検
討
し
て
み
る
に
︑
こ
の
頃
は
︑
兼
経
は
す
で
に
ひ
と
つ
の
奨
勧
制
度
と
な
っ
て
い
る
か
ら
︑
選
択
す
る
経
の
数
は
同
じ

で
は
な
く
︑
応
募
者
の
有
無
も
一
定
し
な
く
な
っ
て
い
る
︒
も
し
試
験
で
兼
経
を
す
る
法
が
一
律
に
諸
州
に
行
わ
れ
る
と
︑
配
慮
事
項
が

多
す
ぎ
︑
事
を
公
正
に
行
う
の
が
困
難
に
な
る
︒
州
の
学
校
試
で
す
で
に
そ
の
文
の
能
力
を
見
て
い
る
の
だ
か
ら
︑
貢
士
挙
で
の
試
験
で

は
︹
兼
経
受
験
者
は
︺
別
に
し
て
経
ご
と
に
試
験
場
を
分
け
て
試
験
す
れ
ば
︑
首
尾
良
く
実
施
し
や
す
い
だ
ろ
う
︑
今
後
続
け
る
べ
き
だ
︒

﹃
論
語
﹄
と
﹃
孟
子
﹄
を
免
除
し
︑
二
経
が
合
格
な
ら
上
等
︑
一
経
で
も
一
〇
位
以
内
な
ら
中
等
︑
他
は
下
等
と
し
︑
結
果
を
掲
示
す
る
︒

﹃
内
舎
生
で
兼
経
し
第
二
等
以
上
の
も
の
は
貢
士
の
兼
経
の
も
の
と
と
も
に
試
験
す
る
の
を
許
す
﹄︑﹃
兼
経
は
合
格
し
て
も
本
経
で
貢
士
挙

の
升
補
と
な
ら
な
か
っ
た
者
は
︑
集
め
て
合
格
評
価
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
﹄︑
こ
れ
ら
を
﹃
太
学
辟
雍
通
用
令
﹄
に
加
え
る
︒﹃
貢
士
挙

の
貢
院
で
兼
経
を
試
験
す
る
場
合
は
受
験
者
一
五
名
に
つ
き
一
名
の
割
合
で
合
格
者
を
取
る
﹄︒
こ
れ
は
﹃
太
学
辟
雍
通
用
格
﹄
に
加
え
る
︒

﹃
兼
経
合
格
者
が
州
学
に
入
学
す
れ
ば
︑
状
で
申
告
さ
せ
︑
こ
れ
ら
は
別
に
成
績
一
覧
を
作
る
︒
第
二
等
以
上
で
あ
っ
た
者
は
合
格
し
た
経

に
つ
い
て
は
︑
升
貢
の
日
を
ま
ち
︑
教
授
が
そ
の
名
簿
に
よ
っ
て
調
べ
貢
状
に
加
え
る
﹄︒
こ
れ
を
﹃
諸
路
州
学
令
﹄
に
加
え
る
︒﹃
兼
経

受
験
者
で
貢
士
挙
院
に
参
加
し
試
験
で
上
中
下
三
等
に
入
っ
た
者
は
︑
釈
褐
あ
る
い
は
殿
試
唱
名
の
日
に
︑
別
に
一
項
目
と
し
て
そ
の
名

を
奏
上
す
る
﹄
こ
れ
を
﹃
太
学
辟
雍
通
用
令
﹄
に
入
れ
る
︒﹃
御
試
唱
名
の
際
︑
上
舎
釈
褐
の
人
で
か
つ
て
貢
士
挙
院
で
兼
経
受
験
し
上
等

に
入
っ
て
い
た
者
は
︑
升
一
甲
を
与
え
る
︵
本
甲
の
上
名
が
一
〇
に
及
ば
な
け
れ
ば
︑
通
計
し
て
一
〇
名
分
を
升
し
︑
中
等
は
一
〇
名
を
升
し
︑
下
等

は
五
名
を
升
す
︒
こ
の
よ
う
に
す
る
が
第
一
甲
の
人
は
︑
と
り
あ
え
ず
升
さ
な
い
︶︒
な
ら
び
に
内
外
の
教
員
へ
の
選
考
資
格
を
与
え
る
﹄
こ
れ
を

﹃
三
省
通
用
格
﹄
に
加
え
る
﹂︒︹
徽
宗
は
︺
こ
れ
に
従
っ
た
︒

こ
の
史
料
が
語
る
も
の

　
本
記
事
が
対
象
と
す
る
大
観
二
年
︵
一
一
〇
八
︶
は
︑
州
郡
の
解
試
と
省
試
が
廃
止
さ
れ
官
僚
登
用
を
す
べ
て
三
舎
法
か
ら
の
升
貢
に
一
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本
化
す
る
方
向
が
明
確
に
な
る
崇
寧
三
年
︵
一
一
〇
四
︶
と
︑
州
県
学
三
舎
法
が
廃
止
さ
れ
る
宣
和
三
年
︵
一
一
二
一
︶
と
の
中
間
期
に
あ

り
︑
学
校
制
度
が
も
っ
と
も
整
備
さ
れ
︑
細
部
が
議
論
さ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
︒
た
だ
科
挙
は
完
全
に
は
廃
止
さ
れ
ず
︑
そ
れ
と
の
関
係

が
本
記
事
で
も
扱
わ
れ
て
い
る
︒

　
こ
こ
で
は
ま
ず
兼
経
制
度
を
実
施
し
た
い
と
い
う
︑
御
筆
で
示
さ
れ
た
皇
帝
の
意
思
が
あ
り
︑
中
書
が
︑
現
実
に
実
施
し
た
際
に
予
想

さ
れ
る
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
挙
げ
つ
つ
︑
こ
れ
を
法
的
に
実
行
す
る
た
め
に
必
要
な
諸
条
文
を
法
律
の
分
野
ご
と
に
立
案
︒
例
え
ば
受

験
後
︑
選
択
し
た
経
の
組
み
合
わ
せ
で
受
験
者
氏
名
が
ば
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
︑
兼
経
に
一
般
的
に
予
想
さ
れ
る
問
題
に
つ
い
て
は
︑
中

央
地
方
を
問
わ
ず
適
用
さ
れ
る
﹁
太
学
辟
雍
諸
路
通
用
令
﹂︑
こ
と
に
州
学
に
関
す
る
こ
と
は
﹁
諸
路
州
学
通
用
令
﹂︑
中
央
の
学
に
関
わ

れ
ば
﹁
太
学
辟
雍
通
用
令
﹂︑
唱
名
以
降
の
兼
経
者
の
等
級
表
は
﹁
三
省
通
用
格
﹂
と
︑
問
題
点
ご
と
に
中
書
に
よ
っ
て
次
々
と
関
連
条
文

が
立
案
さ
れ
︑
そ
れ
が
該
当
分
野
の
既
存
法
典
に
追
加
さ
れ
た
︒
な
お
新
法
の
一
部
は
︑
旧
法
党
系
が
勢
力
を
伸
ば
し
た
南
宋
以
降
も
引

き
継
が
れ
た
が
︑
兼
経
制
度
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
︒

　
　

史
料
II
『
宋
会
要
輯
稿
』
食
貨
五
一

―

三
九
「
度
支
庫
」
政
和
三
年
一
〇
月
一
七
日

　
　
地
方
財
政
上
の
不
正
摘
発
に
つ
い
て
の
褒
賞
規
定
　
　

標
点
文

戶
部
尙
書
劉
炳
等
奏
「
今
擬
修
到
條
『
諸
吏
人
驅
磨
・
點
檢
出
收
到
無
額
上
供
錢
物
供
申
數
目
不
實
、
而
侵
隱
・
移
易
、
別
作
窠
名
收
係

若
支
使
者
、
諸
州
三
千
貫
（
累
滿
者
同
、
提
刑
司
依
此
）、
提
刑
司
六
千
貫
、
轉
一
資
』、
上
條
、
合
入
『
政
和
賞
格
』。『
諸
吏
人
驅
磨
・

點
檢
出
收
無
額
上
供
錢
物
供
申
數
目
不
實
、
而
侵
隱
・
移
易
、
別
作
窠
名
收
係
若
支
使
者
、
州
及
八
千
貫
、
提
刑
司
一
萬
五
千
貫
以
上
（
累

滿
者
同
）。
並
奏
裁
』、
上
條
、
合
入
『
政
和
賞
令
』。『
諸
驅
磨
・
點
檢
出
收
到
無
額
上
供
錢
物
供
申
數
目
不
實
、
而
侵
隱
・
移
易
、
別
作

窠
名
收
係
若
支
使
者
、
三
百
貫
（
累
滿
者
同
、
餘
項
依
此
）、
陞
一
名
。
一
千
貫
、
陞
二
名
。
二
千
貫
、
陞
三
名
。
四
千
貫
、
陞
四
名
。
七
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千
貫
、
陞
五
名
。
一
萬
二
千
貫
、
轉
一
資
。
三
萬
貫
已
上
、
取
裁
』、
上
條
、
合
入
『
尙
書
吏
部
司
勳
格
』。

契
勘
闕
下
支
用
見
錢
、
全
仰
諸
路
上
供
有
額
無
額
錢
數
應
辦
。
其
無
額
錢
、
元
豐
閒
歲
收
約
一
百
七
八
十
萬
貫
、
近
年
以
來
、
所
收
約
八

九
十
萬
貫
、
比
舊
大
段
數
少
、
虧
損
省
計
。
緣
無
額
上
供
、
雖
有
窠
名
而
各
無
定
數
、
從
歬
據
憑
場
務
收
到
數
目
、
申
州
驅
磨
、
報
提
刑

司
、
本
司
備
申
省
部
、
拘
催
起
發
。
若
供
申
隱
落
、
止
有
斷
罪
約
束
、
卽
無
點
檢
・
吿
賞
之
文
。
兼
近
承
朝
旨
、
令
諸
路
常
平
司
驅
磨
到

崇
寜
元
年
至
大
觀
三
年
侵
使
・
隱
落
上
供
無
額
錢
、
總
計
一
百
七
十
餘
萬
貫
、
金
銀
物
帛
一
十
萬
餘
斤
兩
等
。
如
此
顯
有
陷
失
錢
物
、
蓋

爲
未
有
勸
賞
、
致
所
屬
不
肯
盡
公
點
檢
・
驅
磨
。
今
相
度
、
欲
乞
今
後
場
務
收
到
無
額
錢
物
、
供
申
所
屬
州
軍
、
提
刑
司
、
幷
本
部
、
如

逐
處
能
點
檢
・
驅
磨
・
吿
發
侵
隱
・
失
隱
錢
物
、
並
依
『
政
和
賞
格
』
令
法
施
行
。

又
檢
會
『
大
觀
諸
路
上
供
錢
物
續
降
勅
令
』
節
文
『
諸
無
額
上
供
錢
物
、
場
務
限
次
季
孟
⺼
十
日
歬
、
具
逐
色
都
數
申
本
州
驅
磨
、
本
⺼

二
十
日
歬
申
轉
運
司
、
仍
具
一
般
狀
入
遞
、
申
尙
書
戶
部
。
本
司
限
十
日
申
本
部
』、『
諸
供
申
無
額
上
供
錢
物
隱
漏
者
、
徒
二
年
』、『
政

和
元
年
十
⺼
十
四
日
朝
旨
』
節
文
『
諸
路
應
無
額
上
供
錢
物
、
並
隸
提
刑
司
拘
收
』。『
政
和
格
令
』『
諸
吿
及
驅
磨
・
點
檢
出
隱
落
幷
失
陷

錢
物
、
應
賞
者
、
以
所
納
物
准
價
、
仍
依
數
借
支
、
卽
犯
人
應
勿
追
、
或
追
而
不
足
者
、
干
繫
人
均
備
』、『
吿
及
驅
磨
點
・
檢
出
隱
落
幷

失
陷
錢
物
、
每
及
一
分
、
給
三
釐
』」。
詔
依
修
定
、
餘
依
『
諸
路
上
供
勅
』
施
行
。

訓
読
文

戶
部
尙
書
劉
炳
等
奏
す
ら
く
、「
今
擬
修
し
到
る
條
『
諸
て
吏
人
驅
磨
・
點
檢
し
收
到
せ
る
無
額
上
供
錢
物
の
供
申
數
目
の
不
實
を
出
し
、

而
し
て
侵
隱
・
移
易
し
、
別
に
窠
名
を
作
り
收
係
し
支
使
す
る
が
若
き
は
、
諸
州
三
千
貫
（
累
滿
せ
ば
同
じ
、
提
刑
司
此
に
依
る
）、
提
刑

司
六
千
貫
、
轉
一
資
』、
上
條
、
合
に
『
政
和
賞
格
』
に
入
る
べ
し
。『
諸
て
吏
人
驅
磨
・
點
檢
し
收
せ
る
無
額
上
供
錢
物
の
供
申
數
目
の

不
實
な
る
を
出
し
、
而
し
て
侵
隱
・
移
易
し
、
別
に
窠
名
を
作
り
收
係
し
支
使
す
る
が
若
き
は
、
州
は
八
千
貫
に
及
び
、
提
刑
司
一
萬
五

千
貫
以
上
な
ら
ば
（
累
滿
せ
ば
同
じ
）、
並
び
に
奏
裁
す
』、
上
條
、
合
に
『
政
和
賞
令
』
に
入
る
べ
し
。『
諸
て
驅
磨
・
點
檢
し
收
到
せ
る
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無
額
上
供
錢
物
の
供
申
數
目
の
不
實
な
る
を
出
し
、
而
し
て
侵
隱
・
移
易
し
別
に
窠
名
を
作
り
收
係
し
支
使
す
る
が
若
き
は
、
三
百
貫
（
累

滿
せ
ば
同
じ
、
餘
項
此
に
依
る
）、
陞
一
名
。
一
千
貫
、
陞
二
名
。
二
千
貫
、
陞
三
名
。
四
千
貫
、
陞
四
名
。
七
千
貫
、
陞
五
名
。
一
萬
二

千
貫
、
轉
一
資
。
三
萬
貫
已
上
、
取
裁
す
』、
上
條
、
合
に
『
尙
書
戶
部
司
勳
格
』
に
入
る
べ
し
。

契
勘
す
る
に
闕
下
支
用
の
見
錢
、
全
て
諸
路
上
供
有
額
無
額
錢
數
に
仰
ぎ
應
辦
す
。
其
の
無
額
錢
、
元
豐
閒
は
歲
收
約
一
百
七
八
十
萬
貫

な
る
も
、
近
年
以
來
、
收
す
る
所
約
八
九
十
萬
貫
、
舊
に
比
し
大
段
に
數
少
な
く
、
省
計
を
虧
損
す
。
無
額
上
供
、
窠
名
有
り
と
雖
も
而

て
各
の
定
數
無
き
に
緣
り
、
從
歬
は
、
場
務
收
到
せ
し
數
目
に
據
憑
し
州
に
申
し
、
驅
磨
し
提
刑
司
に
報
じ
、
本
司
省
部
に
備
申
し
拘
催

起
發
す
。
若
し
供
申
隱
落
す
れ
ど
も
、
止
だ
斷
罪
約
束
有
る
の
み
、
卽
ち
點
檢
・
吿
賞
の
文
無
し
。
兼
ね
て
近
く
朝
旨
を
承
り
、
諸
路
常

平
司
に
令
し
て
崇
寜
元
年
よ
り
大
觀
三
年
に
至
り
上
供
無
額
錢
を
侵
使
・
隱
落
す
る
を
驅
磨
し
到
ら
し
む
れ
ば
、
總
計
一
百
七
十
餘
萬
貫
、

金
銀
物
帛
一
十
萬
餘
斤
兩
等
な
り
、
此
の
如
く
顯
ら
か
に
陷
失
の
錢
物
有
る
は
、
蓋
し
未
だ
勸
賞
有
ら
ざ
る
が
爲
に
所
屬
公
を
盡
し
て
點

檢
・
驅
磨
す
る
を
肯
ん
ぜ
ざ
る
を
致
せ
ば
な
り
。
今
相
度
し
、
欲
し
乞
う
ら
く
は
今
後
場
務
收
到
せ
し
無
額
錢
物
は
、
所
屬
の
州
軍
・
提

刑
司
幷
び
に
本
部
に
供
申
し
、
如
し
逐
處
に
能
く
侵
隱
・
失
隱
の
錢
物
を
點
檢
・
驅
磨
・
吿
發
せ
ば
、
並
び
に
『
政
和
賞
格
』
の
令
法
に

依
り
施
行
せ
ん
こ
と
を
。

又
た
檢
會
す
ら
く
、『
大
觀
諸
路
上
供
錢
物
續
降
勅
令
』
節
文
に
『
諸
て
無
額
上
供
錢
物
、
場
務
次
季
孟
⺼
十
日
歬
を
限
り
、
逐
色
に
都
數

を
具
し
本
州
に
申
し
驅
磨
し
、
本
⺼
二
十
日
歬
轉
運
司
に
申
し
（
仍
お
一
般
狀
を
具
し
入
遞
し
、
尙
書
戶
部
に
申
す
）、
本
司
十
日
を
限
り

本
部
に
申
す
』、『
諸
て
無
額
上
供
錢
物
を
供
申
す
る
に
隱
漏
あ
る
は
徒
二
年
』
と
、『
政
和
元
年
十
⺼
十
四
日
朝
旨
』
節
文
に
『
諸
路
應
ゆ

る
無
額
上
供
錢
物
、
並
び
に
提
刑
司
に
隸つ

き
て
拘
收
せ
し
む
』
と
、『
政
和
格
令
』
に
『
諸
て
吿
及
・
驅
磨
・
點
檢
し
隱
落
幷
び
に
失
陷
の

錢
物
を
出
し
、
應
に
賞
す
べ
き
者
は
、
納
む
る
所
の
物
を
以
て
准
價
し
、
仍
お
數
に
依
り
借
支
す
。
卽も

し
犯
人
應
に
追
す
る
べ
か
ら
ず
、
或

い
は
追
し
て
足
ら
ざ
る
は
、
干
繫
人
均
備
す
』、『
吿
及
・
驅
磨
・
點
檢
し
隱
落
幷
び
に
失
陷
の
錢
物
を
出
さ
ば
、
一
分
に
及
ぶ
每
に
三
釐

を
給
す
』
と
あ
り
」
と
。
詔
し
依
り
て
修
定
し
、
餘
は
「
諸
路
上
供
勅
」
に
依
り
て
施
行
せ
し
む
。
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演
習
に
臨
ん
で

　
仁
宗
以
降
の
財
政
難
の
中
で
︑
王
安
石
︱
神
宗
の
時
代
に
も
財
政
立
て
直
し
は
急
務
だ
っ
た
︒
そ
し
て
そ
の
一
部
に
︑
州
か
ら
中
央
へ

送
る
上
供
の
確
保
が
あ
っ
た
︒
神
宗
元
豊
五
年
︵
一
〇
八
二
︶
に
は
そ
れ
ま
で
無
額
で
あ
っ
た
坊
場
銭
や
増
添
塩
銭
な
ど
約
一
〇
項
目
の
上

供
項
目
を
一
本
化
し
︑
こ
れ
を
無
額
上
供
︵
の
銭
物
︶
と
し
て
提
刑
司
が
掌
っ
た
︒
無
額
上
供
自
体
に
つ
い
て
は
中
嶋
敏
編
﹃
宋
史
食
貨
志

譯
註
﹄︵
四
︶
東
洋
文
庫
︑
二
〇
〇
二
︵
以
下
﹃
食
貨
志
譯
註
﹄︵
四
︶︶︑
一
〇
六
・
一
一
四
頁
︑
白
鋼
・
朱
瑞
煕
﹃
中
国
政
治
制
度
﹄
社
会

科
学
文
献
出
版
社
︑
二
〇
一
一
︑
三
三
七
~
三
六
四
頁
な
ど
が
あ
り
︑
ま
た
上
供
を
含
め
た
宋
代
の
財
政
全
般
に
関
し
て
は
島
居
一
康
﹃
宋

代
税
政
史
研
究
﹄
汲
古
書
院
︑
一
九
九
三
︑
同
﹃
宋
代
財
政
構
造
の
研
究
﹄
汲
古
書
院
︑
二
〇
一
二
な
ど
が
あ
る
︒
こ
の
無
額
上
供
銭
物

の
横
領
等
を
発
見
・
告
発
し
た
吏
人
に
い
か
ほ
ど
の
賞
を
与
え
る
か
と
い
う
︑
い
さ
さ
か
細
か
い
問
題
に
つ
い
て
の
戸
部
に
よ
る
立
法
を
︑

本
記
事
は
伝
え
て
い
る
︒

　
本
記
事
に
は
財
政
方
面
独
特
の
用
語
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
︒
こ
う
し
た
語
や
人
名
︑
や
や
一
般
的
な
語
な
ど
の
別
を
問
わ
ず
︑
以
下
︑

概
ね
語
句
が
本
記
事
に
登
場
す
る
順
に
沿
っ
て
︑
や
や
列
挙
的
に
な
る
が
意
味
を
見
て
ゆ
き
た
い
︒

　〈
劉
炳
〉
宋
代
に
こ
の
名
の
人
物
は
複
数
見
ら
れ
る
が
︑﹃
宋
史
﹄
巻
三
五
六
に
伝
の
立
っ
て
い
る
元
符
末
進
士
の
劉
昺
は
︑
伝
に
も
と

の
名
を
炳
と
言
っ
た
と
あ
る
か
ら
︑
こ
の
人
物
で
あ
ろ
う
︒
他
の
劉
炳
は
時
期
が
合
わ
な
い
︒
ま
た
上
海
古
籍
本
な
ど
は
劉
丙
に
改
め
る

が
︑
不
要
だ
ろ
う
︒〈
驅
磨
點
檢
出
〉
駆
磨
は
逐
一
細
か
く
調
べ
る
︒
点
検
は
日
本
語
に
も
あ
る
︒﹁
出
﹂
は
︑
日
本
語
で
﹁
見
出
す
﹂﹁
検

出
す
る
﹂
の
意
で
﹁
~
し
出い

だ

す
﹂
と
読
む
︒
こ
の
場
合
は
駆
磨
・
点
検
し
︑
そ
の
以
下
の
物
を
見
出
す
こ
と
︒〈
收
到
無
額
上
供
錢
物
〉
一

般
に
徴
収
さ
れ
た
税
や
物
を
収
到
銭
物
と
い
い
︑
こ
こ
は
徴
収
さ
れ
た
無
額
上
供
の
銭
や
物
︒〈
若
支
使
者
〉
に
つ
い
て
︑
原
文
に
は
一
か

所
﹁
係
若
支
得
者
﹂
と
あ
る
が
︑
前
後
に
は
﹁
係
若
支
使
者
﹂
な
ど
と
あ
り
︑
か
つ
こ
の
条
を
伝
え
る
﹃
慶
元
条
法
事
類
﹄
で
も
︵
下
記

参
照
︶
こ
こ
は
﹁
使
﹂
で
あ
る
か
ら
︑
明
ら
か
に
﹁
得
﹂
は
﹁
使
﹂
の
誤
︒﹁
支
使
﹂
は
支
出
の
意
︒〈
提
刑
司
〉
提
点
刑
獄
司
︒
上
記
の
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よ
う
に
州
か
ら
の
無
額
上
供
は
提
刑
が
扱
っ
た
か
ら
︑
駆
磨
・
点
検
等
の
対
象
も
州
︑
提
刑
の
二
つ
と
な
る
︒〈
合
入
〉
新
条
文
を
既
存
法

典
に
編
入
す
る
こ
と
︒〈
政
和
賞
格
〉﹃
政
和
重
修
勅
令
格
式
﹄
の
賞
格
︒
こ
れ
は
﹃
慶
元
条
法
事
類
﹄
巻
三
二
﹁
点
磨
隠
陥
﹂
に
も
賞
格

と
し
て
﹁
吏
人
驅
磨
點
檢
出
收
到
無
額
上
供
錢
物
供
申
數
目
不
實
而
侵
隱
移
易
別
作
窠
名
收
係
若
支
使
者
／
諸
州
／
三
千
貫
累
滿
者
同
提

點
刑
獄
司
依
此
／
提
點
刑
獄
司
／
六
千
貫
／
轉
一
資
﹂
と
見
え
る
︒
慶
元
に
至
る
南
宋
法
条
文
が
北
宋
末
に
成
立
し
た
例
の
一
つ
で
あ
る
︒

〈
政
和
賞
令
〉﹃
政
和
重
修
勅
令
格
式
﹄
の
賞
令
︒
本
条
も
﹃
慶
元
条
法
事
類
﹄
巻
三
二
﹁
点
磨
隠
陥
﹂
に
﹁
諸
吏
人
驅
磨
點
檢
出
收
到
無

額
上
供
錢
物
供
申
數
目
不
實
而
侵
隱
移
易
別
作
窠
名
收
係
若
支
使
者
、
州
及
八
千
貫
、
提
點
刑
獄
司
一
萬
五
千
貫
以
上
（
累
滿
者
同
）
並

奏
裁
﹂
と
同
文
が
確
認
で
き
︑
慶
元
賞
令
の
こ
の
条
文
も
︑
ま
さ
に
政
和
の
こ
の
と
き
に
成
立
し
た
こ
と
が
分
か
る
︒〈
移
易
〉﹃
吏
学
指

南
﹄﹁
銭
糧
造
作
﹂
に
﹁
移
易
、
迁
動
官
物
曰
移
、
更
改
原
數
曰
易
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
官
物
を
移
動
し
も
と
の
数
を
偽
る
こ
と
︒
費
目
改

竄
と
し
た
︒〈
窠
名
〉
宋
代
の
附
加
的
徴
収
の
一
方
法
︒
曽
我
部
静
雄
﹃
宋
代
財
政
史
﹄︵
再
版
︶
大
安
︑
一
九
六
六
︑
二
六
六
頁
に
は
﹁
窠

名
と
は
水
心
先
生
文
集
巻
四
財
総
論
二
に
﹁
所
謂
窠
名
者
︑
強
加
之
名
而
已
﹂
と
言
っ
て
い
る
︑
と
あ
る
︒
あ
る
収
益
へ
の
支
出
名
目
と

で
も
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
﹂
と
あ
る
︒〈
陞
一
名
〉
差
注
の
順
序
を
一
人
分
早
め
る
優
遇
措
置
︒
苗
書
梅
﹃
宋
代
官
員
選
任
和
管
理
制
度
﹄

河
南
大
学
出
版
社
︑
一
九
九
六
︑
一
七
〇
頁
に
︑
差
注
の
順
を
待
つ
こ
と
を
待
次
あ
る
い
は
須
次
と
い
い
︑
こ
の
順
を
飛
び
越
え
る
﹁
升

名
次
﹂
は
官
員
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
づ
け
と
し
て
使
わ
れ
た
︑
と
あ
る
︒〈
取
裁
〉
上
の
判
断
を
仰
ぐ
の
意
︒
皇
帝
へ
の
奏
裁
は
死
罪
を

含
む
重
要
事
で
あ
る
が
︑
取
裁
は
法
解
釈
︑
人
事
︑
褒
賞
な
ど
制
度
運
用
上
の
判
断
に
際
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
︒〈
尙
書
吏
部
司
勳

格
〉
吏
部
は
も
と
誤
っ
て
戸
部
に
作
る
︒
司
勲
は
唐
で
は
尚
書
二
十
四
司
の
一
と
し
て
吏
部
に
属
し
︑
宋
で
も
司
封
・
考
功
な
ど
と
と
も

に
吏
部
七
司
の
一
つ
で
あ
る
︒
官
員
の
勲
功
を
掌
る
︒
た
だ
こ
こ
を
見
る
と
︑
転
一
資
の
み
の
場
合
は
賞
格
で
定
め
ら
れ
︑
升
某
名
が
加

わ
る
と
﹁
尚
書
吏
部
司
勲
格
﹂
で
扱
わ
れ
て
い
る
︒〈
段
〉
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
中
華
書
局
本
で
は
こ
の
字
は
異
字
体
の
﹁
叚
﹂
に
も
見

え
る
が
﹁
段
﹂
と
す
る
︒
こ
こ
は
﹁
大
段
數
少
﹂︑
つ
ま
り
﹁
か
な
り
少
な
い
﹂
の
意
︒〈
省
計
〉
国
家
の
費
︒〈
拘
催
起
發
〉﹁
拘
催
﹂
は

﹁
拘
収
催
督
あ
る
い
は
拘
収
催
科
の
こ
と
で
あ
ろ
う
︒
す
な
わ
ち
規
定
額
の
銭
物
の
納
入
リ
ス
ト
に
依
拠
し
て
賦
税
等
を
監
督
・
督
促
す
る
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こ
と
﹂︵﹃
食
貨
志
譯
註
﹄︵
四
︶
一
二
五
頁
︶︑﹁
起
發
﹂
は
﹁
税
銭
物
を
徴
収
し
て
中
央
な
ど
へ
送
納
す
る
こ
と
を
い
う
﹂︵
同
一
三
六
頁
︶︒〈
節

文
〉
も
と
も
と
の
勅
な
ど
を
節
略
し
法
律
条
文
の
形
に
し
た
も
の
︒﹃
宋
刑
統
﹄
で
は
﹁
勅
は
多
く
は
﹁
節
文
﹂
と
あ
る
が
こ
の
二
字
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
皆
な
節
文
で
あ
り
︑
原
件
の
面
影
は
極
力
払
拭
さ
れ
て
法
律
条
文
の
体
裁
に
近
づ
け
ら
れ
て
い
る
﹂︵
滋
賀
秀
三
﹃
中
国

法
制
史
論
集
﹄
創
文
社
︑
二
〇
〇
三
︑
一
〇
五
頁
︶︒〈
入
遞
〉
文
書
を
送
る
制
度
︒
曹
家
斉
﹃
宋
史
研
究
叢
稿
﹄
新
文
豊
出
版
︑
二
〇
〇
六
︑
八

五
頁
に
詳
し
い
︒〈
政
和
格
令
〉
こ
こ
に
見
え
る
﹁
諸
吿
及
驅
磨
…
…
依
數
借
支
﹂﹁
吿
及
驅
磨
點
檢
出
隱
…
…
給
三
釐
﹂
の
二
つ
の
条
文

は
︑﹃
慶
元
条
法
事
類
﹄
巻
三
二
﹁
点
磨
隠
陥
﹂
で
は
そ
れ
ぞ
れ
賞
令
︵
も
と
文
書
令
に
誤
る
︶︑
賞
格
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
︒﹁
格
令
﹂

は
し
ば
し
ば
法
律
と
い
う
意
味
の
一
般
的
な
語
で
あ
り
︑
こ
こ
で
は
﹃
政
和
重
修
勅
令
格
式
﹄
を
指
す
の
だ
ろ
う
︒〈
均
備
〉
弁
償
︑
賠
償

す
る
︒﹁
諸
て
吿
及
・
驅
磨
・
點
檢
し
隱
落
錢
物
を
出
す
は
、
未
だ
得
ざ
れ
ば
給
賞
を
減
半
し
、
仍
お
止
だ
犯
人
に
于
て
追
理
す
﹂
な
る
賞

令
が
あ
り
︵﹃
慶
元
条
法
事
類
﹄
巻
三
二
﹁
点
磨
隠
陥
﹂︶︑
給
賞
は
犯
人
に
払
わ
せ
た
︒
そ
れ
が
十
分
で
き
な
い
場
合
に
干
繋
人
︵
関
係
者
︶
が

支
払
う
︒
な
お
︑﹃
慶
元
条
法
事
類
﹄
中
で
こ
れ
を
﹁
文
書
令
﹂
と
す
る
が
︑
こ
れ
を
含
む
前
後
の
﹁
文
書
令
﹂
は
﹁
賞
令
﹂
の
誤
り
で
あ

る
︵
青
木
敦
﹁
慶
元
文
書
令
譯
註
稿
﹂﹃
青
山
学
院
大
学
文
学
部
紀
要
﹄
六
二
︑
二
〇
二
一
参
照
︶︒

現
代
語
訳

　
戸
部
尚
書
劉
炳
等
は
以
下
の
よ
う
に
奏
し
た
︑﹁
こ
の
ほ
ど
作
成
提
案
し
た
条
文
﹃
お
よ
そ
吏
人
が
精
査
・
点
検
し
︑
集
め
た
無
額
上
供

銭
物
の
報
告
額
・
項
目
の
虚
偽
を
見
出
し
︑
ま
た
そ
こ
に
隠
匿
・
侵
用
し
費
目
改
竄
し
別
に
税
項
目
を
作
り
そ
こ
に
取
り
込
み
支
出
し
て

い
た
よ
う
な
場
合
は
︑︹
そ
の
不
正
額
が
︺
諸
州
で
三
千
貫
︵
累
計
を
含
む
︑
提
刑
司
も
こ
れ
に
準
ず
︶︑
提
刑
司
で
六
千
貫
で
あ
れ
ば
︑
転
一
資

と
す
る
﹄
は
﹃
政
和
賞
格
﹄
に
加
え
る
︒
条
文
﹃
お
よ
そ
吏
人
が
精
査
・
点
検
し
︑
集
め
た
無
額
上
供
銭
物
の
報
告
の
額
・
項
目
の
虚
偽

を
見
出
し
︑
ま
た
そ
こ
に
隠
匿
侵
用
し
費
目
改
竄
し
別
に
税
項
目
を
作
り
そ
こ
に
取
り
込
み
支
出
し
て
い
た
よ
う
な
場
合
は
︑︹
そ
の
不
正

額
が
︺
州
で
八
千
貫
に
及
び
︑
提
刑
司
で
一
万
五
千
貫
以
上
︵
累
計
を
含
む
︶
で
あ
れ
ば
︑
奏
裁
す
﹄
は
﹃
政
和
賞
令
﹄
に
加
え
る
︒
条
文
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﹃
お
よ
そ
吏
人
が
精
査
・
点
検
し
︑
集
め
た
無
額
上
供
銭
物
の
報
告
の
額
・
項
目
の
虚
偽
を
見
出
し
︑
ま
た
そ
こ
に
隠
匿
侵
用
し
費
目
改
竄

し
別
に
税
項
目
を
作
り
︑
そ
こ
に
取
り
込
み
︑
支
出
し
て
い
た
よ
う
な
場
合
は
︑︹
そ
の
不
正
額
が
︺
三
百
貫
︵
累
計
を
含
む
︒
他
の
項
目
も
こ

れ
に
準
ず
︶
で
昇
進
リ
ス
ト
中
一
人
分
︑
千
貫
で
二
人
分
︑
二
千
貫
で
三
人
分
︑
四
千
貫
で
四
人
分
︑
七
千
貫
で
五
人
分
進
め
︑
一
万
二
千

貫
で
転
一
資
と
し
︑
三
万
以
上
は
取
裁
と
す
る
﹄
は
﹃
尚
書
戸
部
司
勲
格
﹄
に
加
え
る
︒

　
調
べ
て
み
る
に
︑
宮
廷
で
支
出
す
る
現
金
は
全
て
諸
路
の
上
供
有
額
・
無
額
錢
に
よ
り
賄
っ
て
い
る
︒
無
額
銭
は
元
豊
間
に
は
歳
入
が

約
一
七
〇
~
一
八
〇
万
貫
だ
っ
た
が
︑
近
年
で
は
歳
入
は
八
〇
~
九
〇
万
で
︑
元
豊
に
比
べ
て
か
な
り
額
が
少
な
く
︑
公
用
の
予
算
を
圧

迫
し
て
い
る
︒
無
額
上
供
は
︑
付
加
徴
収
が
あ
っ
て
も
そ
こ
に
定
額
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
︑
こ
れ
ま
で
は
場
務
が
集
め
た
額
・
項

目
に
依
拠
し
州
に
申
し
精
査
し
︑
提
刑
司
に
報
じ
︑
提
刑
司
か
ら
尚
書
戸
部
に
報
告
し
︑
徴
収
移
送
し
た
︒
も
し
報
告
に
隠
匿
不
明
が
あ
っ

て
も
罰
す
る
規
定
が
あ
る
だ
け
だ
が
︑
精
査
の
結
果
見
出
し
て
も
こ
れ
を
褒
賞
す
る
法
は
な
い
︒
ま
た
最
近
朝
廷
の
命
令
で
︑
諸
路
の
常

平
司
に
崇
寧
元
年
︵
一
一
〇
二
︶
よ
り
大
観
三
年
︵
一
一
〇
九
︶
に
至
る
不
正
使
用
・
隠
匿
不
明
の
上
供
無
額
銭
を
精
査
さ
せ
た
と
こ
ろ
総

計
一
七
〇
万
貫
あ
ま
り
︑
金
銀
物
帛
は
一
〇
万
斤
両
あ
ま
り
な
ど
で
あ
っ
た
︒
こ
の
よ
う
に
明
ら
か
に
失
わ
れ
た
銭
物
が
あ
る
の
は
︑
賞

で
勧
め
る
こ
と
が
な
く
︑
担
当
部
署
が
職
務
と
し
て
あ
え
て
精
査
・
点
検
す
る
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
︒
今
般
諸
事
情
を
勘
案
し
︑
今

後
場
務
が
集
め
た
無
額
銭
物
は
︑
管
轄
の
州
軍
・
提
刑
・
戸
部
に
報
告
し
︑
も
し
当
該
の
場
所
で
隠
に
侵
用
紛
失
さ
れ
た
銭
物
を
よ
く
点

検
・
精
査
・
告
発
す
れ
ば
︑
す
べ
て
﹃
政
和
賞
格
﹄
の
規
定
を
実
行
す
る
よ
う
望
む
︒

　
ま
た
検
討
す
る
と
︑﹃
大
観
諸
路
上
供
銭
物
続
降
勅
令
﹄
節
文
に
﹃
お
よ
そ
無
額
上
供
銭
物
に
つ
い
て
場
務
は
次
の
季
節
の
最
初
の
月
の

一
〇
日
よ
り
以
前
に
項
目
ご
と
に
額
を
記
し
州
に
報
告
し
精
査
し
︑
そ
の
月
の
二
〇
日
以
前
に
転
運
司
に
報
告
し
︵
な
お
い
ず
れ
も
状
を
付

し
て
送
付
し
︑
尚
書
戸
部
に
報
告
す
る
︶︑
転
運
は
一
〇
日
以
内
に
戸
部
に
報
告
す
る
こ
と
と
す
る
﹄︑﹃
お
よ
そ
無
額
上
供
銭
物
を
報
告
す
る

と
き
隠
匿
遺
漏
が
あ
れ
ば
徒
二
年
﹄
と
あ
り
︑﹃
政
和
元
年
︵
一
一
一
一
︶
一
〇
月
一
四
日
朝
旨
﹄
節
文
に
﹃
諸
路
が
納
入
す
べ
き
無
額
上

供
銭
物
は
︑
提
刑
が
徴
収
す
る
こ
と
と
す
る
﹄
と
あ
り
︑﹃
政
和
格
令
﹄
に
﹃
お
よ
そ
告
発
・
精
査
・
点
検
し
て
隠
匿
・
欠
落
の
銭
物
を
見
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出
し
︑
褒
賞
す
べ
き
者
は
︑
追
納
物
を
金
銭
に
換
算
し
て
そ
の
額
に
応
じ
て
賞
与
し
︑
も
し
犯
人

か
ら
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
︑
徴
収
し
て
も
︹
そ
の
額
に
︺
足
り
な
い
場
合
は
︑
関
係

者
ら
が
弁
償
す
る
﹄︑﹃
告
発
・
精
査
・
点
検
し
隠
匿
・
遺
漏
・
紛
失
の
銭
物
を
見
出
せ
ば
︑
一
分

ご
と
に
三
釐
を
支
給
す
る
﹄
と
あ
る
﹂
と
︒
詔
が
あ
り
こ
の
通
り
に
立
法
さ
せ
︑
そ
の
他
は
﹃
諸

路
上
供
勅
﹄
に
よ
っ
て
処
置
す
る
こ
と
と
し
た
︒

こ
の
史
料
が
語
る
も
の

　
本
記
事
に
見
ら
れ
る
立
法
活
動
も
ま
た
︑
前
記
事
と
同
じ
よ
う
に
新
法
政
策
を
遂
行
す
る
上
で

現
れ
た
細
部
の
問
題
の
解
決
を
目
指
し
た
も
の
だ
っ
た
︒
前
記
事
と
比
べ
れ
ば
︑
形
式
と
し
て
は

法
律
列
挙
部
分
が
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
る
が
︑
特
に
着
目
す
べ
き
点
は
︑﹁
政
和
賞
格
﹂﹁
吏

部
司
勲
格
﹂﹁
政
和
賞
令
﹂
の
内
容
が
褒
賞
規
定
部
分
を
除
く
と
全
て
同
じ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒

法
律
内
容
の
言
わ
ば
本
体
に
あ
た
る
﹁
諸
吏
⼈
驅
磨
點
檢
出
收
到
無
額
上
供
錢
物
供
申
數
目
不
實
而
侵
隱
移
易
別
作
窠
名
收
係
若
支
使
者
﹂

は
一
︑
二
字
の
異
同
は
あ
っ
て
も
同
一
で
︑︻
表
一
︼
に
示
し
た
よ
う
に
︑
合
入
︵
編
入
︶
先
法
典
に
対
応
す
る
条
文
中
の
差
異
は
︑
不
正

額
の
大
小
と
そ
れ
に
伴
う
褒
賞
内
容
で
し
か
な
い
︒
先
の
I
の
記
事
で
の
︑
州
学
に
つ
い
て
の
条
文
が
﹁
諸
路
州
学
令
﹂︑
合
格
者
比
率
が

﹁
太
学
辟
雍
通
用
格
﹂︑
と
い
っ
た
内
容
と
追
加
先
法
典
と
の
対
応
の
分
か
り
や
す
さ
が
こ
こ
に
は
な
い
︒

　
し
か
し
こ
れ
は
反
面
︑
立
法
時
に
扱
う
内
容
が
こ
れ
ら
の
法
律
の
種
類
に
縛
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
︒
つ
ま
り
︑
上
供

の
不
正
摘
発
と
い
う
一
つ
の
問
題
に
対
し
︑
必
要
に
応
じ
海
行
・
特
別
︑
令
・
格
の
い
ず
れ
の
形
式
を
も
自
在
に
用
い
て
立
法
し
て
い
る
︒

唐
~
北
宋
中
期
に
は
︑
海
行
令
格
式
は
唐
制
に
大
き
く
依
拠
し
て
お
り
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
・
内
容
・
篇
目
は
相
互
に
異
な
っ
て
い
た
か

ら
︑
本
記
事
の
よ
う
に
そ
れ
を
跨
い
で
複
数
の
法
種
の
新
規
立
法
を
同
時
に
行
う
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
だ
っ
た
︒
だ
が
新
法
時
期
に

【表一】
合入法令 不正支出額 告発者への褒賞

政和賞格
　（州）　3,000貫
　（提刑）6,000貫

転一資

尚書吏部
司勲格

　　　　　300貫
　　　　1,000貫
　　　　｜
　　　12,000貫
　　　30,000貫以上

升一名
升二名
｜
転一資
取裁

政和賞令
（州）　　8,000貫～
（提刑）15,000貫～

奏裁
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は
こ
の
よ
う
な
新
た
な
立
法
形
式
に
よ
っ
て
︑
そ
れ
が
可
能
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
こ
の
記
事
は
伝
え
て
い
る
︒

お
わ
り
に

　
宋
代
法
の
条
文
成
立
過
程
と
し
て
は
︑
大
き
く
三
つ
の
類
型
が
あ
る
︒
第
一
に
︑
新
法
典
が
編
纂
さ
れ
る
際
︑
そ
こ
に
旧
法
典
か
ら
条

文
が
キ
ャ
リ
ー
オ
ー
バ
ー
さ
れ
て
く
る
形
︒
十
数
度
編
纂
さ
れ
た
海
行
法
典
に
は
そ
う
し
た
条
文
が
多
い
だ
ろ
う
し
︑
こ
れ
は
特
別
法
に

お
い
て
も
見
ら
れ
る
︒
ま
た
第
二
に
︑
お
お
よ
そ
旧
法
典
編
纂
以
降
新
法
典
編
纂
の
少
し
前
ま
で
の
一
定
期
間
に
頒
布
さ
れ
た
詔
勅
・
指

揮
等
が
法
律
条
文
化
す
る
形
︒
こ
れ
も
宋
代
に
限
ら
ず
一
般
的
で
︑
新
法
典
に
は
こ
う
し
た
形
に
よ
る
も
の
が
多
か
っ
た
︒
以
上
二
つ
が

法
典
の
編
纂
形
式
と
し
て
従
来
知
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
︵
例
え
ば
滋
賀
前
掲
書
二
三
頁
︶︒
だ
が
戴
建
国
が
法
典
頒
布
後
に
も
条
文
改
訂

が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
︵
戴
建
国
﹃
宋
代
刑
法
史
研
究
﹄
上
海
人
民
出
版
社
︑
二
〇
〇
八
︑
一
七
~
三
二
頁
︶︑
第
三
の
類
型
と
し

て
︑
編
纂
さ
れ
た
法
典
に
後
か
ら
改
訂
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
︒
し
か
も
さ
ら
に
本
章
で
見
た
よ
う
に
︑
有
司
が
議
論
し
新
規
に
文

言
を
練
り
︑
そ
れ
を
既
存
の
諸
法
典
に
振
り
分
け
て
ゆ
く
︑
と
い
う
立
法
形
式
も
あ
っ
た
︵
新
規
立
法
と
同
時
に
新
法
典
が
創
立
さ
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
︶︒
し
か
し
こ
れ
は
極
め
て
旺
盛
な
立
法
活
動
が
展
開
さ
れ
た
新
法
期
特
有
の
も
の
で
︑
宋
代
を
通
し
て
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
︒
何
故
で
あ
ろ
う
か
︒
最
後
に
そ
の
点
を
考
え
て
お
こ
う
︒

　
こ
の
第
三
の
類
型
の
立
法
に
つ
い
て
︑
勅
令
格
式
の
四
種
の
い
ず
れ
か
で
あ
り
︑
か
つ
条
文
内
容
ま
で
確
認
で
き
る
事
例
を
﹃
宋
会
要

輯
稿
﹄
に
徴
す
る
限
り
︑
大
凡
︻
表
二
︼
の
よ
う
に
な
る
︒
無
論
こ
れ
は
記
録
が
残
さ
れ
た
ご
く
一
部
に
過
ぎ
な
い
が
︑
そ
こ
か
ら
は
本

章
で
み
た
二
例
が
決
し
て
例
外
で
は
な
か
っ
た
こ
と
︑
そ
れ
が
神
宗
期
~
南
宋
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
十
分
に
見
て
取
れ
る
で
あ
ろ
う
︒
ま

た
南
宋
紹
興
以
降
は
漸
減
し
て
ゆ
く
傾
向
が
あ
る
が
︑
こ
れ
は
本
章
II
の
政
和
賞
令
・
格
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
︑
慶
元
に
至
る
南
宋
中

後
期
の
多
く
の
条
文
が
北
宋
末
~
南
宋
孝
宗
期
前
後
ま
で
に
成
立
し
︑
こ
れ
以
降
は
条
文
の
改
正
や
追
加
自
体
が
減
っ
た
こ
と
に
よ
る
と

思
わ
れ
る
︒
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王
安
石
︱
神
宗
の
改
革
は
︑
実
に
多
方
面
に
わ
た
る
︒
だ
が
王
安
石
が
そ
の
﹃
万
言
書
﹄
で
宣
言
し
た
よ
う
に
︑
そ
の
根
本
に
は
法
律

の
重
視
が
あ
っ
た
︒
そ
し
て
王
安
石
が
既
に
政
治
の
表
舞
台
か
ら
去
っ
た
元
豊
二
年
︵
一
〇
七
九
︶
に
神
宗
は
︑
冒
頭
に
も
触
れ
た
よ
う
に
︑

も
と
も
と
別
系
統
に
あ
っ
た
勅
令
格
式
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
改
め
て
明
確
に
定
義
し
︑
四
種
の
法
律
の
篇
目
や
内
容
の
共
有
を
可
能
に
し

た
︒
そ
の
結
果
︑
本
章
で
見
た
よ
う
に
一
つ
の
政
策
課
題
に
対
し
自
在
な
立
法
措
置
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
︒
数
多
く
の

新
法
を
法
律
に
よ
っ
て
実
行
し
よ
う
と
し
た
神
宗
に
と
っ
て
は
︑
こ
の
法
制
改
革
は
必
須
だ
っ
た
と
も
言
え
る
︒

　
た
だ
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
︑
こ
の
よ
う
な
体
制
が
後
代
に
は
受
け
継
が
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
だ
ろ
う
︒
元
以
降
は
明
清
に
至
る
ま

で
︑
皇
帝
の
詔
勅
が
諭
︑
旨
な
ど
と
称
さ
れ
て
重
視
さ
れ
︑
行
政
の
細
部
は
多
く
例
に
よ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
だ
が
も
と
も
と
唐
宋
の
法

と
は
︑
詔
勅
や
事
例
の
集
成
で
は
な
く
あ
く
ま
で
編
纂
法
典
な
の
で
あ
る
︒
そ
の
内
容
に
過
去
の
詔
勅
が
含
ま
れ
て
い
て
も
︑
そ
の
発
布

年
月
日
は
も
ち
ろ
ん
そ
れ
が
詔
で
あ
っ
た
と
い
う
痕
跡
は
消
さ
れ
︑
あ
く
ま
で
法
典
と
し
て
命
名
︑
頒
降
さ
れ
た
︒
宋
代
に
も
﹁
断
例
﹂

﹁
則
例
﹂
等
は
あ
っ
た
が
︑
そ
れ
は
例
外
と
言
い
得
る
ほ
ど
に
僅
か
で
あ
る
︒
そ
し
て
唐
宋
変
革
後
の
複
雑
化
し
た
社
会
に
こ
の
よ
う
な
法

体
制
で
臨
む
と
す
れ
ば
︑
相
当
な
数
の
新
規
立
法
が
必
要
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
︑
実
際
に
そ
の
よ
う
な
立
法
活
動
を
盛
ん
に
行
っ
た
の

が
王
安
石
神
宗
以
降
の
宋
朝
だ
っ
た
︒
し
か
し
宋
終
焉
以
降
立
法
活
動
は
著
し
く
衰
退
し
て
ゆ
く
︒
そ
こ
に
は
如
何
な
る
背
景
が
あ
っ
た

の
か
︒
ま
た
南
宋
を
滅
ぼ
し
た
モ
ン
ゴ
ル
は
明
朝
や
清
朝
に
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
︒
今
後
の
発
展
学
習
の
課
題
と
し
た
い
︒
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【表二】
年月日 法案作成官司等 法典名 出典

熙寧8.5.12 （詔） 編勅○ 刑法1-9

熙寧9.4.丙午 （詔） 一路常平勅 （長274）＊

元豊1.3.23 詳定諸司勅式所 諸司令式 刑法1-11

元豊7.11.26

在京通用〔令〕
職官56-14寺監務庫務通用令

寺監庫務通用令

元符2.3.27 戸・刑部
成都府利州陝西路并提挙茶事司勅

食貨30-31
廐庫勅○

建中靖国1.2.22 大理少卿周鼎 大理寺令 刑法1-19

崇寧1.7.11 中書省 禄令○ 職官54-28

崇寧2.2.8 選試令○ 職官61-17

崇寧3.11.22 中書省 大宗正司勅 帝系5-19

崇寧5.4.7 元符儀制令 礼5-23

大観2.3.15 吏部
吏部考功令

職官56-27
中書吏部考功令

大観2.5.20（I） 中書省

太学辟雍諸路州学通用令

職官28-17

太学辟雍通用令
太学辟雍通用格
諸路州学令
太学辟雍通用令
三省通用格

政和1.3.24 （臣僚） 通商茶法 食貨30-37

政和2.12.16 尚書省

江淮荊浙福建広東路提点坑冶鋳銭司格

職官43-27
江淮荊浙福建広南路提点坑冶鋳銭司并提点
刑獄司令
三省通用令一時指揮

政和3.10.4 尚書省
政和職制勅○

職官42-37
政和職制勅○（亦見事類所載慶元職制勅）

政和3.10.17（II） 戸部尚書劉炳等
政和賞格○

食貨51-40政和賞令○

尚書吏部司勲格

政和3.10.29 中書省
政和重修吏卒格

職官45-29
紹聖軍馬司格

政和3.12.12 （臣僚） 政和雑勅○ 方域4-16

政和5.2.18
河東路提轄検踏措置
坑冶銭監司

政和銭法令
職官43-132

政和銭法勅
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宣和2.12.12 中書省
政和詐偽勅○

職官58-21
政和賞格○

宣和2.12.23 中書省 政和職制令○ 職官48-32

宣和3.7.24 尚書省
政和田令○（亦見事類所載慶元田令）

職官58-21
政和戸婚勅○（亦見事類所載慶元戸婚勅）

紹興2.閏4.24 詳定一司勅令所
紹興道釈令○

道釈2-2
紹興詐偽勅○

紹興3.10.15 刑部 元豊江湖淮浙路塩勅 食貨26-20

紹興12.10.28 詳定一司勅令 政和続附紹聖常平免役勅 食貨26-29

紹興19.4.11 刑部
紹興重修軍令

方域11-10
紹興重修職制勅○

紹興6.8.27
観文殿学士提挙万寿
観充行宮同留守孟庾

閤門格 職官6-60

淳熙5.1.19 勅令所 紹興重修省試令 選挙5-4

淳熙5.5.23 武学博士樊拡 淳熙侍左司勲格 崇儒3-42

紹熙5.閏10.10 勅令所 淳熙京西路酬賞法 職官47-45

（I）（II）は本項で扱った事例。
○を付したものは海行法。『慶元条法事類』（「事類｣ と略記）によって慶元法に存在が確認できる条文
は、（　）で記してある。
＊の出典（「長｣）は『続資治通鑑長編』であり、『宋会要輯稿』ではないが、初期の事例として重要で
あるので加えてある。
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